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語楚：：蒜記念センター客員研究員今泉潤太郎

第 I部講演

［司会】 時間になりましたので始めさせていただ

きます。この公開研究会は、東亜同文書院大学記

念センターでの研究会の一環でございます。今日

は愛知大学の前身校と言われている東亜同文書院

がどういう建学の理念で作られたのかということ

を勉強する機会でございます。私共もそういう研

究をしているんですが、じっくりと読んでちゃん

と理解をしていない。学生の皆さんは愛知大学の

設立趣旨をチラッと見られたことはあっても、前

身校の同文書院の設立趣旨・建学の精神というの

はあまり知らないと思うんです。本B はそういう
ことを少しでも理解していただくために、できる

だけ易しく勉強していきたいと思いますが、何分

にも原文は漢文で書かれていて、それを翻訳した

読み下し文は一応日本語ですけれども、それさえ

難しい漢語が入っていて分かり難いところがある

んですね。

そこで本日は、本学の名誉教授であり、東亜同

文書院大学記念センターの研究員をしていただい

ている中国語の専門家で、 f中日大辞典』の編纂

などを一生懸命やってこられた今泉先生にお願い

しました。時聞が限定されておりますので要領よ

くやらなければいけませんが、そのことについて

ちょっと相談したことがありますので、その線に

沿って進めさせていただきたいと思います。まず

はとにかく今泉先生から最初の部分だけでも、本

来の漢文と読み下し文とを対比させて、どういう

構造になっているかというようなことも含めてお

話しいただきます。では今泉先生、よろしくお願

いします。

｛今泉】 学生の皆さん（李春利教授の入門ゼミ生）

が参加されるというのが突然だったのでちょっと

戸惑っています。古い漢字にあまり関心がないと

思うのでどうしょうかと，思って。それで研究員の

武井さんと石田さんがおられますので読み下して

もらって、プリントに番号をふっておきましたか

ら。できれば声を揃えて読んでいってほしいんで

す。そうするとリズムがとれますから、分かつて

も分からなくても、それらしき音を出してもらう

とよろしいです。プリントしたテキストは東亜同

文書院大学記念センターの入口に掲げてあるもの

です。ただ同文書院の『興学要旨』と『立教綱領j

というのは、原本が実ははっきりしていない。そ

んなことを言うと困りますから『東亜同文書院沿

革史j という明治 41 年のものに基づいておりま

す。ただこれが絶対正しいかというと疑えば疑え

るので、とりあえず今日われわれが読もうとする

のは、原文に後の人が手を加えて、こう言ったほ

うがいいだろうとか、これはどうも間違いではな

いか、ということを訂正したものであります。

最初のところだけちょっと読んでみますので、

どこが訂正されているかということも、該当箇所

で言います。まず大まかに言いますと、たとえば
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「中国」となっているところはすべて f清国J です。

このテキストは遁か後、昭和になってから作って

おりますから、「清」と言っても分からないので

ri青J を「中国」に変えている。それと当時（明

治 30 年代前半の頃）の状況と大正・昭和になっ

てからの状況（日本圏内の状況も）が大きく変わ

りますので、用語の手直しをしている部分があり
じん

ます。たとえば「壷忠報国J を「至誠報国j に言
い換えてみたりというところもあります。一番問

題になるのは、原文とは違う文脈になってしまう

ように言葉を加筆したり削除したりしたところも

あることです。ただ全体的には変わっておりませ

んので、このテキストで充分かと思います。

この二つの文書は東亜同文書院の設立の趣意を

書いたものであります。『興学要旨j のほうは建

学の精神といったものです。それから『立教網領j

というのは、言わば教科内容（カリキュラム）を

書いている。東亜同文書院は東亜同文会という団

体が設置しましたので、設置母胎である東亜同文

会の考え方もここには反映されています。これが

中国語で書かれた所以は、中国で日本の専門学校

を聞くにあたって、当初は中国入学生と日本人学

生を、共通の目的のため一緒に同じ学校で学ばせ

るという趣旨でしたので、当時の靖国の両江総督、

江蘇・街江の二つの省を管轄する長官の劉坤ーと

いう人に提案・提出し、その同意を得て学校が聞

かれたというところから古い中国語、つまり漢文

で書いてあるわけです。

i英文は明治の頃は教育ある者の書き言葉で、漢

文で文章を作るというのは当時の知識階級の人

達にとって必須のことでした。中毘語と漢文と

ちょっと違うところがあって、漢文は簡単に言

うと古い時代の中国語の書き言葉です。中国人が

これを見て「間違ってるj と言うのは、実は昔の

中国語ではこうだったということです。中国語を

習った人はこれを読んでいけば「なるほどなj と

いうことになります。皆さんは片方で読み下し文

（日本語に翻訳したものですが漢字は変えていま
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せん）を追いながら、原文をチラチラと見てくだ

さい。こういうふうになります。

講中外賓事。教中日之英才。一以樹中園富強之

基。一以圏中日輯協之根。所期在乎保全中園。而

定東E久安之策。立宇内永和之計。（中国語の発音）

今のは中毘語で読んだわけです。読み下すとこ

うなります。

中外の実学を講じて、中日の英才を教え、ーに
た

は以って中毘富強の基を樹て、ーには以って中日

輯協の根を毘む。期する所は中国を保全して、東

亜久安の策を定め、宇内永和の計を立つるにあり。

今こういうふうに読み下しましたが、これはプ

リントの右に書いてある同文書院 22 期の山本さ

んという方が読み下したのであります。細かいと

ころですけれども、たとえば最初「中外の実学を

講じて、中日の英才を教え、」とありますが、こ

れを「中外の実学を講じ、中日の英才を教える。J

で切るとか、「ーには以ってJ を「ーは以ってJ

とか、細かいところで言いますと別の読み方もあ

ります。

さて第 1 段落は、何か訳の分かったような分か

らないようなことだと思いますが、簡単に言って

しまえば中固と日本の優秀な若者を対象として東

亜同文書院を開いて教育を施す。それは中日友好

の目的であり、期するところは中国の保全である。

これが先ほど言った東亜同文会の趣旨でありまし

て、まず中国を保全するということを誼っており

ます。中国（当時の清国）が西洋列強のために侵

略されている。何とかしっかり清国は実態を保っ

てほしい。これを「中国を保全する」というスロー

ガンにしたわけです。

［胃会】 今の出だしの 4 行で、簡単なことでもい

いんですが質問はありませんか。遠慮せずに。で

は私からまず幼稚な質問をしますが、「中外の」

という「中j と「外」、これは「中国」の意味で

はなく中と外という意味でしょうか。

［令泉］ これは中固とその他の外国という意味で

す。日本の立場からf中外j と言えば「中jは「日本J



ということになりますけれども、この場合の使い

方としては「中外j の「中」は全部「中国j とい

うことになると思います。ここは明治 34 年の原

文も「中外j となっていて、「清外」とは言いま

せんので。中国語の概念として「中外j という言

い方をしますから、中と外という意味です。

［司会］ その場合「中」と言うと中国も入れば日

本も入るんですか、それとも中国だけですか。

【今泉］ 中国人から言えば中国になりますし、日

本人から言えば日本ということになります。その

すぐ次に日中の英才を教える（原文では日清の英

才を育てる）とありますので、これは日本の優れ

た若者には中国を含む外国、清国の若者について

は今度は日本を含む外国。あとでそういうふうな

展開になります。

［司会］ というような単純なことを私も知らない

わけで、皆さんそういう意味で遠患なく、簡単な

ことであっても質問してくださいね。他にありま

せんか。

［李］ 皆 1 年生なんで、入ってまだ 2 か月です。皆

さん全部分かつたの。 今大旅行記を読んでも

らっているので、漢字ばかりで苦労しているから

すごくありがたい。

［司会｝ それではちょっと先へ進みましょう。 2

と番ー号を打った第 2 段落、ちょっと長いですけれ

ども、これをポストドクターの武井さんにゆっく

りと読んでいただきます。日本語には違いないん

ですけれども非常に難しい日本語ですので。何と

なく分かったような分からないようなぼんやりし

た理解をされると思うので、その辺どこがよく分

からないか注意しながら、ゆっくりと武井さんの

朗読を聞いてください。武井さんお願いします。
お ほうど

［武井］ 中国の東亜に於けるや、封土民衆は並び
じゅう そ

に什の九に居り、其の日本に於けるや、書は其の
~- すなわ

文を同じくし、民は其の俗を同じくす。誼は則ち
しん L ぐか〈

｜韓友、情は則ち兄弟、唇歯の形なり。虞聾の勢な
き。うせ畠

り。其の安危興亡は、独り中国官民の休戚たるの
かぞ

みならざるは、識者を待たずして知らる。且つ夫

東亜同文書院『興学要旨j 、『立教綱領j を読む

れ四百余州の広土は、宇内の雄図を尽せるに、統
ゆる

治の網は内に弛み、四億余万の衆民は、六合の七
あら さんたく

齢に拠るに、危疑の情は外に見わる。山沢の富、
せんはうほんきょう

関市の利は、海外列国の羨望奔競するものなり。
旦つ数十年、照々穣々として、此に来往する者は、

其の幾千万人なるを知らず。然り而して彊封移ら
且んおう

ず、金甑欠くる無きは、誠に列強の均欝未だ其の
ひし

平を失わず、彼此形格し勢禁じ、敢えて難端を発
けだ せん島ん

すること莫かりしを以つてのみ。蓋し千鈎の重き
も録両を加うれば移る。割壌の失は、尺地寸土と

難も、以って列強の均簡を動かすに足る。均衡ー

たび動けば則ち列強並び起つ。その平を保持する
ゆえん こもと

所以を求むるは、是れ固より其の己むを得ざる所
たん

なり。求めてこれを得れば、則ち中国分崩の端を
ひら

啓き、得ざれば則ち東亜動乱の階と為るは、是れ

亦た勢の禁ずべからざる所なり。これを要するに、

割地の事、ーたび行われては、中国の危急は救う
からん

べからず、東亜の禍乱は防ぐべからず、余勢の及
いずく

ぶところ、安んぞ以って宇内万邦の平和を撹擾す
るに至らざるを知らんや。果して然らば、中国を

すなわ

保全するは乃ち東亜の安全を保つ所以にして、東

亜を保全するは乃ち宇内の平和を保つ所以なり。

［司会］ ありがとうございました。若干どころか

相当説明しないといけないことが多いんですが、

まずどういうところを中心に説明していいのかと

いうこともありますので、ご出席の皆さん、学生

諸君も含めて何か質問ございませんか。

［今泉］ ここは大風目敷を広げているわけです。

世界の情勢と東亜の情勢と中国の情勢というもの

を、具体的なことは言わずパーツと出している。

そういう目で読むとそういうことかなと感じま

す。ただ出る言葉が非常に難しいですね。漢和辞

典を見ても出てこないようなのがありますので。

『中日大辞典j には入っています。一応調べてみ

ました。それからここではちょっと脱落したとこ

ろがあります。誤字なのか意図的にしたのか。 2

の 4 行目の 6 字目、「開市の手ljJ とありますね。

これはいかにも「市場を聞く利益」という意味に
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取れるのですけれども、実はここは版文では「関

市」で、外国との通交を開く場所と市場のこと。「関

市」では市を閉じてしまう感じがあるので「開市」

とやると分かり易いけれども、やっぱりこれは「関

市」としてよかったんじゃないかなと。たとえば

これが先ほと守言った後での訂正の一例です。

［司会］ 私からまた幼稚な質問ですが、 2 の最初、

「中国の東亜に於けるや、封土民衆はJ ここまで

は分かります。「封土J は「国土」というような

意味だと思いますが、「並びに什の九に居り」、こ

れがちょっと分からない。

｛今泉］ 「中国は東亜においてその十分の九を占

めている」というふうに言うと分かり易いですね。

東亜と言・っても大部分は中国で、中国は東亜その

ものだという、当時の根津先生の認識でしょうか。

［司会］ その他何かご質問は。

［服部】 服部です。第 2段落の最後のほうで、「東

亜を保全するは宇内の平和を保つ所以なり」とい

うのはたぶん、第 1 段落で字内永和というのが世

界の永遠の平和、というところから、宇内という

のは世界ということが分かったんですけど、なぜ

東亜を保全すると世界の平和につながるのかがよ

く分からなかった。そこのところをもう少し詳し

く説明していただけたら幸いと思います。

［今泉］ 私もよく分からないんですがドミノと同

じです。 l 個ポンとやるとスーツといくという。

ごく単純にそう考えています。これを書かれたの

は根津先生だと思いますけれども、東軍同文会の

認識自体がそういうことだろうと思います。東亜

の動乱というのは世界平和を崩す一番大きな原因

だという認識ですね。だからここのところの平和

を保てば、たとえば列強の侵略も止まる。従って

それが世界全体（宇内）の平和に通じるというこ

とではないかと思います。

［平田］ 平田と言います。 2 番に「金甑欠くる無

き」とございますね、私共が習った時に「金甑無

欠」というのは日本だけであって、中国はモンゴ

ルあるいは満洲族その他によってしばしば国土を
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探聞されていて被征服国家であった。日本は金甑

無欠であるが中国は違うと教わってきたんですけ

れども、あれだけ蚕食・探鋼された歴史を持つ国

を、なぜ日本人である根津先生は「金甑欠くる無

き」と、事実と違う意味のことをおっしゃったん

でしょうか。それともついうっかり日本のことを

書いてしまったんでしょうか。

［今泉］ そうじゃなくて、ちょうどいま言われた

のとは逆で、「金甑無欠ではないJ と。つまりも

う外国国家の害を受けている。西欧諸国（夷秋）

の侵略を許している。日本はそれに対してなかっ

たんじゃないかというのが僕等の習った金甑無欠

です。「見よ東海の空明けて」に「金甑無欠」と

いうのがありましたね。日本は今や金甑無欠では

なくなったけれども。根津先生は清国がもう金甑

無欠ではなくなっている、国家の主権が侵されて

いると言っているわけです。「金甑無欠J という

言葉は何も日本国のためじゃなく、中国語が先に

あります。それは今言ったように領土を保全して

いる、侵略されていないということです。もとも

とは中国国内のいろんな小国が、外の国からの侵

略を受けないことをそう言ったわけですから。

｛平田］ そうしますと先ほど「清」という字を「中j

と置き換えであるとおっしゃったので、この時代

は清国ですね。清国自体が清族による征服王朝で

中国を侵略しているわけですから、ここで「金甑

欠くる j尽き」というのは何かイメージが合わない

んですけれども。

［今泉］ 中国に入った清朝、満洲族でも、全て正

統の王朝というふうに考えているわけです。つま

り夷秋であっても中華（伝統的な中国）に入れば

それ自体、「夷」が「華」になるという考え方で

す。だから正統の王朝として清を入れて中国では

こト四史なんていうのはそういう立場をとった言

い方ですよね。だから別の次元と言うか、そうい

う考え方だと思います。中国人の李先生がおられ

るから、ご意見を。

［李］ 少数与党の発想だね。少数だけれども与党



であると。少数民族政権に対しては。今風に言え

ばそういうような捉え方かな。征服されてから、

あとになって。

［司会］ まだまだいろいろ、掘り出したら議論が

あると思うんですが、後からでもまた元へ戻りま

すので、先へ進めさせていただいて。第 3 段落を

朗読してほしいと思います。石出さんお願いしま

す。

［石田］ 東亜の邦を顧みるに、惟れ中国は大なり、
も そ あしゅうきょう

惟れ日本は強なり。若し夫れ強と大と相い輯協し、
じきょう じ命うえん

内自彊の策を講じ、外柔遠の道を修むれば、始
しか いえど

めて以って東亜に為す有るべし。然りと難も、中
国の国勢は彼の如く其れ衰え、国歩は彼の如く其

かん とも ぜいけっさっ畠ょ

れ親なり。即ち与に共に提翠桔据すれば…。
［令泉］ これはミスプリントだと思うんです。
ていけつ

「提翠」じゃないかと。
［石田］ 提翠拍据すれば、以って小功を謀るべき

も、未だ以って大計を立つるべからず、以って萄
あん

安を図るべきも、未だ、以って久全を保つべからず。
たいせい

乃ち知る、今に及んで中国の類勢を挽回し、その
あら

富強を致すに非ざれば、則ち中日輯協の功効は、

得て完うすべからざるのことを。夫れ中日輯協せ

ずば、東亜安全の事を謀るべからず、中国富強な

らずば、 1:1コ日輯協の効を完うすべからず。則ち東

亜志士の務めは、向中国富強の基を樹て、仁，＂日輯
協の棋を固むるより急なるもの有らんや。

［今泉］ この第 3 段落は中国と ti 本との関係を非

常に大まかに述べています。

［司会］ ここは割と理解し易い段落じゃないかと

思うんですけと宇ねo 難しい単語も現代語訳に、た

とえば「提翠描据」も「（互助手労）」となってお

りますし。「荷安」は「（一時の安泰）」というふ

うにちゃんと出ておりますので。まあ「中日輯協」

というのは中日協力と言いますか友好と言います

か、そういうことですから。

［今泉］ 読み下しではないほうを見てください。

読み下すと今のようになってしまうんですけど、

読み下すのが難しいところを一つ。 3 の 3 行目、

東軍同文書院『興学要旨i 『立教綱領I を読む

上の 7 宇目からです。先ほど「未だ‘以って大計を

立つるべからず」と読みましたが、「未だ」とい

う字が二つ役目を持っていて、「未だ」と「せずJ

と、一つの字で 2 度読んでいます。「大計を立つる」

というところでひっくり返っています。「立てる

大計を」と。動詞と目的語というわけです。その

上に「以って」というのがありますね。 f大計を

立つるべからず」というのは「可J ではない。「不

可」ですね。だから「未だ可ならず」。こういう

ふうに l 字で二つに訓じであります。下から上に

行ったり、ひっくり返ったり、こういうような工

夫をして、昔の日本人は漢文を日本語に翻訳した

ということです。

［司会】 またいつでも元へ戻りますので、少し進

めさせていただいてよろしいですか。それでは武

井さん、第 4 段落を朗読してください。

｛武井］ 富国強兵の道はーならず。聞して学校

を興し人材を養うの最も捷、且つ使なるに若くは
なんとなれば

莫し。何者、国の富強は民の智館、を以って本と為

し、民の智徳は士大夫の智徳を以って準と為せば

なり。而して学校は、賢士大夫の由って出ずる所
なり。顧みるに、孔孟仁義の教は、中日の千百世
しょうじゅっ ち

紹述尊奉し、以って修身治国の訓と為せし所の
ものなり。これを天地に建てて惇らず、これを鬼

神に質して疑う無し。欧米格致の学は、日本の数
十年採納岨鳴して利用厚生の法と為せし所のもの

たいせい

なり。講習の精、運用の妙は、これを泰西列国に
比して殆んど多くを議らず。今両国の先進、協心

とゅう

裁力し、大いに学校を中国の都邑に輿し、両国土
民の俊秀を集め、これに授くるに仁義忠孝の教、

〈わ

格物致知の学を以ってし、これに参うるに語言文

字、官商実用の諸科を以ってし、其の徳性を砥繭
寸なh

し、其の知能を啓発せば、則ち東亜人材の勃興は
Zょうそく

題足して待つべし。而して先達の士大夫、又従っ
きそく の

て援引保薦し、これをして牒足を展ぷるを得しむ
止す

れば、則ち以って治道を輔くべく、以って利源を
ひら

発くべく、以って民を化し俗を易うべく、以って
ふせ か

折衝侮りを禦ぐベし。誠に是くの如くならば、国
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いんぷ あ

殴富ならず、兵強盛ならざるを欲するも、査に得
ベけんや。

【今泉】 最後のところは「園、股富ならず、兵、

強盛ならざるJ と読むと思います。大まかに言い

ますと、口で言うと調子がいいんですよ。それは

何かと言うと、漢字は一つの字が l 子音 1 母音で

できています。母音だけの場合もありますけれど

も。つまり日本語と違って 1 語 1 音節なんです。

たとえばこちらに「中外賓皐」とありますと、あ

ちらに「中日英才」というふうに 4 字と 4 字、つ

まり 4 音と 4 音で、大体（常にではないですけれ

ども）対称的にきます。ですから非常にリズミカ

ルで調子がいし、。と同時にその意味が、「陰j と

「陽」、「天地J と「万物」というふうに、棺互に

関連した語を使うというのも漢文すなわち中国語

の特徴です。たとえば今の場合も「こくいんぷj

なのか「くに、いんぷ」なのか分からないという

時に、「国」があって次に「兵J が来るから、「国家J

と「軍隊J というふうに類推できるんです。これ

も漢文を読んでいく場合の一つのポイントだと思

います。

この段は学校で勉強するということの利点で

す。それは何かということうを言っています。つ

まり学校を建てるという目的に合わせて、学校で

学ぶ利点は何ぞやということを具体的に述べてい

ると思います。

［司会］ 「欧米格致の学J のあとに「（格物致知）

（自然科学） J と書いていますが、格物致知とか自

然科学というのは訳者が勝手に入れたわけでしょ

うねo

［今泉］ 勝手ではないと思いますね。どこかの漢

和辞典では「格物致知」の説明に、「これは非常

に難しい」とありましたよ。つまり解釈が非常に

難解だと辞典の編者がそのまま書いている。修身、

斉家、治園、平天下と言いますが、その前に格物、

致知、誠意、正心が来ます。その格物致知です。

これは儒教の中でも基本だと言われているところ

です。 22 期の山本さんがここに括弧をしたのは、
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山本さんの解釈と言ってもいいかも知れない。西

欧の自然科学というふうに限定してとられていま

すね。

【李】 今の「格物致知j のところで、当時の中国

人にとって「欧米格致j という言い方がそのまま

通用するのかどうか。どうしても「格物致知J と

いうのは儒教の概念用語というイメージが私は強

いもんですから、これだと一般的な現象として物

事を究めたという意味で使っていると思うんです

けど、これをパッと見た劉坤ーがそのまま欧米の

学問のことだなと思うのか、自然科学のことだな

と思うのか、哲学的なほうにとってしまう誤解は

なかったのかというところをお尋ねしたいんです

けれども。

｛舎泉］ 難しいところですね、両方ともあったん

じゃないですかね。 3 は明らかにそういうことで

す。あとでも出てきますけれども。何を中国人の

学生に勉強させるかということは極めて限定的で

す。ですから聖人の道、つまり儒教を元にすると

いうのは、私の考えですけれども日本人の学生で

す。それを言うことによって、あえて劉坤ー（中

国の高官）の理解を得た。「ああそうかj とすぐ

分かつてくれる。現にこの時点では中国ではたぶ

ん科挙の試験があるでしょう。聖賢の書、古典を

学んで、官吏登用試験、国家上最試験で役人を作

る。それが日本に学んで、日本で大学を卒業すれ

ばその卒業証書で科挙の試験の合格者とするとい

うのは、その一つだろうと思います。具体的に言

うと日本で西洋の学問、西洋の自然科学を含めた

学聞を学ぶということが、科挙の内容になってい

るo ですからやはりこ面性を持っていたんじゃな

いかなと思います。

【司会｝ 最後から 2 行目の「以って折衝侮りを禦

ぐべし」。「折衝」を漢和辞典で引きますと「敵の

やってくるのを防ぐj と書いてあるんですが、そ

れでよろしいんですか。「折衝j というのは f交

渉するj ことも含まれている？

［今泉］ だと思います。「衝突」だけということ



ではなしその後の外交上の交渉で侮りを防ぐこ

とができるという。

［李］ 一つここに「欧米」、中国語のほうを読ん

でも「オウメイ（欧美）」というのがありましたね。

すぐ次の行に原文のほうですが。日本語に訳した

ら「欧米格致の学j。次の行には f泰西列国J と

あるんですが、「欧米」と「泰西」は違うんですか。

それぞれどのあたりを指していますか。これは授

業でも悩んでいて、答えられませんでした。

l令泉｝ 私も分かりませんね。［欧米J と言えば

ヨーロッパと米国ですよね。これは非常にはっき

りしている。「泰西J と言った場合は、「西J の中

には米国も入るんでしょうけど、やっぱり中国か

ら見て西。大西洋の向こうにはアメリカ大陸もあ

るんだけど、入つてないんじゃないかな。どうで

しょう。

i李1 「泰西J は「欧州」なのか、あるいは欧州

よりもう少し広い概念なのか。今一つ日本語とし

て掴めていないです。

［令泉1 だいたい「泰西j なんて日本語はこの頃

はもう無くなりましたね。ありますかね。はやり

すたりの問題もあって今は「西欧jですね。「欧米」

と「米J が入るのは、「欧J に対して「米j の比

重がずっと上がる 20 世紀以降じゃないかと思い

ます。昔は「未開地」というのがアメリカ大陸の

イメージでしょうから。「泰西」の「泰J という

のは「極めて、とてもj の意味じゃないでしょう

かね。

［李】 このあたり西洋の言葉を日本が先に漢字に

訳して、それから中国が導入したという背景です

よね。今、石田さんに聞いたら 1900 年に作られ

た文章で、ちょうどいろんな言葉を漢字に置き換

えつつある時期だったんですね。どっちが先か、

むしろ日本のほうが先た、ったんじゃないかと思う

んですけどね。そこからまた現代中国語に、留学

生を通じて吸収消化されていったんですね。

［今泉】 欧米の科学技術と言うか、そういった近

代的な言葉が入ってくるのは、日本語でも中国語

東亜同文書院『興学要旨L r立教綱領j を読む

でも両方にある。香港・上海あるいは福建などの

宣教師をはじめとする西洋人がいろいろな言葉を

入れますよね。そういった言葉が当然のことなが

ら漢語・中国語として漢字で出てきますよね。直

接日本にも入ってきて、あるいは日本人が欧米で

学んできて作る日本語、漢字の言葉がありますよ

ね。それらがゴチャゴチャになってるわけではな

いでしょうけど、現在では一緒になっている。一

つ一つ解きほぐしていかないと、出自はいちがい

には言えませんね。ですから今、李先生の言われ

たような点があるんじゃないですか。政治経済以

外の、たとえば化学はどうかとか、天文学はどう

かとか、いろんな分野の単語があるので。

【司会｝ それでは学生諸君は 2 時 50 分には退席

されますので、もう少し進めたいと思います。『興

学要旨』ぐらいまでは一応勉強したというふうに

したいと思いますので。第 5段落を石田さん朗読

してくれませんか。

［李］ ここはお二人のドクターがわれわれのため

に特別にこういうふうにやっているんだよ。われ

われがここにいなければもうちょっとやり方が変

わっていたと思う。そのあたりよく理解して聞い

てくださいね。
L ，.うねも‘ り〈

［石田］ 輯寧協裁の端はーならず。雨して教育協
しな

同の尤も功多くして失無きに若くは莫し。何をか

これを教育の協同と謂う。彼我の師友を以って彼

我の子弟を育つること是れのみ。今夫れ謀を
軍国の政に通じ、続急相援け、内外相応ずる、こ

れを政治の協同と謂う。力を貨殖の業に合わせ、

有無議選し、短長食品する、これを商工の協同と
謂う。此の二者は並びに協同の重且つ大なるもの

If ，，つ

なり。其の邦交を全く隣誼を敦くするの功は深く

Eつ逮し。中日の一日も此に怠るべからざるは、

固より論を庸うる無きなり。然りと難も、軍国の
利害、商工の得失は、必ずしも彼我撰を同じくせ

ず、時に或いは権略其の聞に行われ、以って人を
か〈かそうよう

して隔靴掻捧の歎を有らしむ。協同の義を有する
者と躍も、往々にして免かれず。教育の協同に至
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りては則ち然らず。其の期する所は惟だ智徳の発
達のみ、其の事とする所は惟だ子弟の教養のみ。

その進むや礼を以ってし、其の合するや義を以っ

てし、曽って利害得失のこれが芥帯と為る無し。
復た何んぞ夫れ権術機略を用いん。且つ夫れ情は

父子よりも密なるは莫く、誼は師弟よりも厚きは

莫し。師の倍道する所は、乃ち弟子の服揺する所、
子の愛敬する所は、乃ち父の親信する所なるは、

其の情誼の然らしむるなり。今両国の先進、中日

輯協の大義に依りて両国士民の子弟を養わば、即

ち中日輯協の大義は、独り学生の持論となるのみ

ならず、将に両国士民の公論となるべく。掌教の

先輩、得業の上士は独り学生の愛敬する所となる

のみならず、将に両国土民の親信する所となるな

らん。輯寧協裁の根基は、金に止れよりも回きも
のあらんや。

［令泉］ ここのところは日本は中国に協力してい

くべきであるということ。政治と経済の点で協力

できるだろう。しかしこの両者は衝突することも

ある。それに比べて文化、特に教育にはそういう

点はない。この第 5 段落では教育の本旨、何のた

めに教育するかを考えてほしいということを書い

ています。儒教の師弟というようなことを言いつ

つ教育の本義はどこにあるかということを言って

いる。

［司会1 根津さんは文化・学聞の交流というのは

根本的に非常に重要であるということを言ってい

るんですね。彼の優れた良いところが出ている段

落ではないかと思います。皆さん簡単な語句の意

味を含めて何かご質問はありませんか。

［今泉］ この文章は声をあげて読むと非常に良い

と思いますよ。真中辺にある「夫れ情は父子より

も密なるは莫く、誼は師弟よりも厚きは莫し。師

の信道する所は、乃ち弟子の服脚する所、子の愛

敬する所は、乃ち父の親信する所なるは、その情

誼の然らしむるなり J。父子の関係と師弟の関係

を並べて、教育・教化の本義はここにあるという

ことを言っている。根津先生は同文書院入学式で
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学生に、「学問研究をしようと，思って同文書院に

来た諸君はここから去ってほしい。研究とかそう

いうものではなく、人間そのものを学ぽうとする

者は根津と共に学ぼう」といった趣旨を述べられ

た。それで高等専門学校に入ったつもりで来た学

生が度肝を抜かれた。これは大変な学校に来たと、

また、逆にこれで新たな覚悟をしたということを

書院卒業生が書いています。この段落はそんな根

津先生の思いがよく出ている箇所ではないかと思

います。

［李］ 一つだけ。根津先生の文章はかなり儒教的

な考え方が人聞の基本的なところに染みついてい

るような印象を持つんですが、あの時代にしては

彼は特別だったんですか。日清戦争の直後で西洋

一辺倒だった当時の日本で、むしろ中国蔑視が時

代の流れだったのに、その中でここまで儒教が良

いと言っているのはマイナーなのかどうか。

【今泉｝ どういうふうに解釈すべきでしょうか。

明治維新以降「ちょんまげ頭を叩けば因循姑患の

音がする、ざんぎり顕を叩けば文明開化の音がす

る。オッベケベッポーペッポッポーJ という流行

り歌が流行ったそうですけれども。そういうこと

から言うとやはり儒教などは時代遅れということ

だったかも知れません。だからあえて先ほど紹介

したような、東亜同文書院は一般で言う学問研究

をする学校じゃないよ、ということを述べられた

ということにつながると思います。ちなみに根津

先生は王陽明の古本大学を、院長だった 20 年の

間ずっと講義されました。

【司会｝ 時間を考慮しまして、第 6段落と第 7段

落を一緒にして武井さん朗読してください。

【武井｝ 遠く上世に遡りて彼我邦交の源委を話ぬ
れば、席漢より以って唐宋に及ぶ。彼は常に我の

師表たり、彼の典章文物は常に我の模範たり、礼

楽刑政教化の具より、以って医ド暦数、技芸百工
の事に至るまで、彼に学びて我に資せしものは、

た ばん畠ん

数うるに勝うべからず。親近国家欧米、日新の学
術を採りて、其の精華を岨噛し、政綱を張り、国



力を振い、人文を興し、民智を養い、これを行う

こと三十年。国勢の盛んなる、文運の陸きこと、
将に英露独仏に駕して其の右に出でんとす。時勢

に応じて義量を制し、腐を会てて新を取り、名を
去りて実に就くの致す所と臼うと錐も、而も友邦

はんえん

の礼文数千百年蕃桁盤結し、これが根底を為す有
あら いず

るに非ざれば、罵くんぞ一躍して宇内雄邦の列に

進むを得んや。中国の徳の我におけるや大なり、
たとえ

我の中国に負う所のものは重し。縦令、彼我の
しん L f か〈 もと

聞に、唇歯の形、虞聾の勢無くとも、我は固より
当に徳に報い恩に醐ゆる所以のものを務むべきな

り。比年中国は美天弔せず、内外難多く、国歩日
に議しみ、上下回頓、朝野鋭、雨も利用厚生の
術は未だ講ぜず、富国強兵の計は未だ立たず、殆

いb申る と島

ど所謂危急存亡の秋なり。夫れ入、先師の患徳を
荷いて遺孤の危亡を救わざるは、至不仁者と難も

忍ぴず。況んや称して東海の君子園と為す者をや。

本会興学の要旨は大概此くの如し。而して東亜

同文書院を設くるは、実に以って教育協同の嘱矢

となす。上海を択びし所以のものは、其の地天下

の上瀞を占め、中国の咽喉に拠り、四遠の衝、百

貨の会、且つ日中往来の枢区たるを以つてなり。

［令泉】 ここでは興学の本旨を述べておいて、最

後になぜ同文書院は中国に尽くすのか、その意義

を説いています。最後の一段は上海で関学する所

以を簡潔に述べています。

［司会］ 後の歴史は逆になって、中国に戦争をし

かけて侵略していくわけですが、この時はいかに

中国を助けるか。助けるのは長年中国からいろい

ろな学問あるいは技術・芸術を学んできて、それ

に対する返礼なんだ、その思に報いるんだという、

ものすごく良いことを書いていて、この辺はずい

ぶん私もびっくりいたしましたけれども。皆さん

何か字句上の問題、あるいは考え方の問題等につ

きましてご質問、ご意見、ございませんか。

I涯辺】 全文にわたって「東亜J という言葉がた

びたび出てくるんですけど、アジアというのはア

ジア由来の言葉ではないものですから、しかもそ

東亜同文書院『興学要旨』、『立教綱領』を読む

れで「トンヤア」と言った場合は、中国人から見

たら東夷のわれわれ日本人のことを直接的には指

すんじゃないかという言葉で、冒頭のところだと

東アジアにおいて中国が90% ぐらい人口を持っ

ているという書き方をしているんですけれども、

これを当時の清朝の高官に出した場合に「トンヤ

ア」でそのまま日本・朝鮮・中国を含めての概念

になるのかどうかというところが甚だ疑問なんで

す。これは荒川先生の学櫛用語の研究にも関わる

かも知れませんけれども、まあ地理用語で「トン

ヤアJ と言った場合にその当時の一般的なイメー

ジはどれぐらいだったのかということを、ご存じ

でしたらご教示ください。

【今泉】 私の解釈では、まさに今おっしゃった

日本と朝鮮と中園、これが東Eだったんじゃない

かと思います。根津先生を含めた東亜同文会の人

達、これははっきりと東亜同文会の綱領の中に、

日本と朝鮮と清国を保全するというのが入ってい

ます。このテキストは朝鮮を取っておりますがプ

ロトタイプでは朝鮮が 2 か所出てきますけど。こ

れは東亜同文会の綱領の中心となる点の一つで、

劉坤一両江総督には、初めから朝鮮が東亜の中に

入っているということを述べて、それに対して劉

坤ーは、それはもっともだと評価しています。東

亜同文会の近衛篤麿や、この根津の文章もそうで

すが、 3 国を一つに考えて一種の共同体のような

考え方に「余は賛成だj ということを劉坤ーは近

衛への返書の中で書いております。ですからやは

り「ファー・イースト j とか「イースト・エイシャ」

とか、そういうのではなくて、「東E」と言った

場合は学術用語ではなく、根樟きんを含めた人達

の考えは 3 園が少なくとも中心で、そこから及ぶ

ところ、清国の版図と言うか中華文明の版図、た

とえばモンゴルというのが東亜ではないか。それ

に対して少なくとも政権担当をしている劉坤ーは

向感の意を表している。ただし、「トンヤア」が

その頃では日本を指したものだとの解釈もあり得

ない事ではない。
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｛司会］ いかがですか。これで一応「興学の要旨」

をほんとにざっと勉強したわけですが、全体とし

て何かご意見、ご質問、ございませんか。

［平田］ 大変感動いたしました。私今日ここへ

来る前に、各大学の建学の理念等を書いたものを

ず、っと読んでまいりました。およそ国家の枢要の

役に立っとか、青年日本の代表者とかいろいろあ

りますけれども、これほどに教育の真髄に触れた

言葉、もう一つは中国に対する溢れるような感謝

の表現は涙なくしては見られない。東亜同文書院

という学校がこれだけ本当の意味で中国を明らか

にして、感謝しながら建学のことを述べている、

この二つについては東亜侵略の尖兵であったよう

な甚だしい誤解の中で戦後長らく幻の名門校など

と無視されてきた東亜同文書院の本当の姿が、こ

れを勉強することによって明らかになるのではな

いかという感動を覚えました。ありがとうござい

ました。

［司会｝ 私も同じようなことを感じます。東亜同

文書院とよく似た性格を持った大学として拓殖大

学というのがあるんですが、その拓殖大学の大学

史を勉強してみますと、日清戦争のあと台湾を領

有して、ちょうど 1901 年、東亜同文書院と同じ

頃に専門学校として台湾協会学校を設立されるん

ですけれども、そのどこを探しでもこういう崇高

な設立趣旨はないんですね。ただ植民地化した以

上はその植民地経営のための奉仕、つまり役員と

しての、あるいは私的な企業として必要な要員を

育てる学校というようなことしか書いてないんで、

す。それで私はやはり両者は違うと。同文書院は

非常に崇高な理念をもって作られたなと感じてお

ります。

［今泉］ 第 7 段落で、読み下しのほうには最後の

2 行があるんですが、漢文のほうはこれが抜けて

おります。記念センタ一入口のもこれが欠けたま

までイ乍ってしまったものですから、不注意でした。

原文ではここにきちっと、要旨は以上ですよとい

うことを書ーいています。そのことだけ追加してお
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きます。

［司会］ ではちょうど段落が切れたところで李先

生のゼミ生は退席します。

［李］ 皆さんどうでしたか。いくら解説を読んで

も分からない。直接ストレートにオリジナルをか

じるというのがいいと思います。同文書院に入門

ゼミの時間をフルに 14 回分使ってきました。今

日は成瀬さんに用意してもらった、辛亥革命に参

加して捕まった同文書院の旅行記「漢中隊J （同

文書院第 9 期生の大旅行誌 I孤帆控蹄j 中のー

篇）を予定していましたが、この研究会は今泉先

生が企画していて、めったに聞けるものじゃない

からこちらにまいりました。これはオリジナルの

中のオリジナルでした。同文書院の一番の基本。

日本国憲法みたいなもので、いずれこの科目は最

後に総合的なレポートを書ーいてもらうので、一つ

は NHK スペシャル。これも対象になる。それか

ら東亜同文書院大学記念センターの見学。これら

とこれまでのわれわれのテキストを材料にして書

いてもらうので、これを大事に取っておいてくだ

さいね。これも皆さんのレポートの材料になりま

す。最後ですが皆さん同文書院の先生方はわれわ

れのために実はいろいろ工夫してこられましたの

で、拍手をもってお礼を言いましょう。ではどう

ぞ皆さん退席してください。ありがとうございま

した。楽しかったです。

［司会］ どうも。またご招待します。それでは

あと 30 分ありますので研究会を続けます。せっ

かくテキストを用意したので『立教網領j を最後

まで。どういうふうにやるかな。皆さんかなり専

門家で、読んでこられたと思うので、今みたいに

丁寧にやるかそれとも朗読なしにやっていきます

か。

［今泉］ f立教綱領j というのは具体的に同文書

院ではどういう科目をどういうふうに教えるかと

いうことです。第 l 段落では、中国人学生には日

本語および日本語に岨噂され完全に自分のものに

なっている泰西（欧米）の近代的な書物を、日本



入学生には中国語、それから中国の制度とか律令

とか商工の要を教える。 1 段自の一番大事なとこ

ろは最初の行です。「徳教を経と為し、聖経賢伝

に拠りこれを施し…」。儒教を中心にして、具体

的にはさっき言ったように根津先生の『古本大学J

を先生自身が教えるわけです。それから「智育を

緯と為し…」。これは徳育・智育・体育の智育で

す。これがさっき言ったように、研究だけをしよ

うと思って来る者は東京に残りなさいという、縦

（経）に対する横（緯）で、どちらもないと布に

なりませんけど、縦と横との関係があるよという

意味です。そして中国の学生には日本語を教える。

同時に日本語を通して欧米の百科実用の学を教え

る。実学ということを初めから終わりまで、言って

おります。日本人の学生は中国語、その次が英語

もやっぱり入っている。中国語と英語。時間数も

英語はかなりあるんです。もちろん中国語ほどバ

ラエティーに富んではおりません。同文書院では

中国語は上海語・広東語・福建語・北京語。北京

語以外は第 2 中国語ですけれども。それと中外制

度律令、商工務のポイントを。そして l 人で中国

人と商売（貿易交渉）をやれる人を養成する。こ

れが最初に言っていることです。

｛司会］ 何かこの第 1 段落でご質問ございません

か。ここにも「中外J と出てくるんですね。

［今泉］ 第 2 段落ですが、経とする徳教の中心は

何かと言うと、六経因子。これは注がありますの

で読んでいただきたい。儒教の経書の中の基本の

基本ですね。これをやりますよと。ちょっと申し

上げますと、「国家有用の士は、至誠報国の大義

を明らかにす」とありますが、この「至誠報国」

が原文では［輩忠報国」になっています。これ

は私の解釈では、たぶん昭和に入ってから尽忠報

国というのは何となく時代に合わないというのが

あって、それを至誠報国にしたんじゃないかなと

考えています。尽忠報国は明治の頃では当たり前

のことであって、これを問題視するほうが逆に言

うと問題であるというようなこともあったと思い

東車問文書院『興学要旨j 、『立教綱領j を読む

ます。

［司会］ しかし日中戦争が始まる頃になるとまた

尽忠報国が出てくるんじゃないですか。

｛今泉］ そうですね。

［司会］ ちょうどその聞と言うか，戦間期と言う

か。

［令泉］ あとテキストの比較について言うといく

つかありまして、この前成瀬さんからいただいた

l 枚物の内容は、やや後になります。これでは今

のところはやっぱり「蓋忠j になっております。

この点では比較的古い時代のですけれども、昭和

初期のものは明らかにその他にも幾っか手直しを

しています。あまつさえ手直しして誤字にしてい

る。正しい字を間違った字にしちゃっているもん

だから訳が分からないというのがあります。こう

だろうと思ってやると、実はそれが間違っている

という。ただこれが内容的に言うと 2 番目に古い

ものです。それから「終身斉家平天下」という f大

学j の文章が出てきますし、かなり難しい内容に

なっています。前の『輿学要旨1 の「格物致知」

もそうでしたね。

［司会］ ちょっと分かり醜いのは、「二者はーに

して二ならず、二にしてーならずJ。

［今泉］ 分かり難いですね。二つのものは一つで

あって二つではない。しかし二つは一つではない。

当たり前のことを言っているんですけれども。「二

はーにしてこならず」。おかしいじゃないか。二

者はーで、ーというならば二者でない。ここらへ

んはこんにゃく問答と言うか、頭で考えるよりも

感得するというようなところでしょうか。ここは

訓ずるところもそういう言い方しかやっていませ
つまV

んね。二つというのは「四海万邦の形勢を審らか
そらん

にすること」と「救世済時の術策を暗ずること」

ですね。この二つは二つなんだけど実は同じこと

の両面である。両面であるけれども一つだ。こん

にゃく問答ですよね。こんにゃく問答というのは

禅問答の時に分かつたような分からないようなこ

とを言うのを俗に言うんですけど、根津先生はそ
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ういう方ではないんだということを村上武さんは

おっしゃっていますね。非常に明快だったと。根

津先生のゼミは禅宗のゼミです。

ここのところは私は専門家じゃないので分から

ないですが、 4 行目ですか、 2 の 3 行目の後半、

「伝」という字がある。その前の句に「蓄し六経
四子は、古先の聖賢が…J、これは「大学j の中

ですけれども、それに対する「伝j というのはそ

れをもう I 回言っているのか（たとえば「春秋左

氏伝」のような f伝J）。 f伝」というのは秦・漢

はだいたい上古と言われている。その頃は f経j

そのものだった。つまり孟子の言われたその「経J

ですね、それが「伝」だった。「経」と「伝J と

は同じだった。漢以降は学聞が進化してきて「経j

は「経J で、「伝J は「経」を述べる、「経j につ

いて説明するものが「伝」であるというらしい。

根津先生のこれも、それを暗まえているとすれば。

だけど「伝に調う j 伝とは何なのかちょっと分か
これ もと

らない。「諸を身に本づけ、諸を庶民に犠し、吉

世以って聖人を候って惑わずJ という、この引用

は「中庸J からと思うんですけど。いずれにして

もこの辺は非常に難しい。

［司会］ では次の第 3段落はいかがですか。ここ

は割と分かり易いかな。中国には何が欠けている

かというと、西洋的な、西学的なもの。それを日

本が早く消化したので、中国に与えると言うか、

そういうような意味のことが書かれているように

思います。

【令泉］ 中国人は西学を学ぶことが不可欠であ

るということですね。それで日本の経験を参照で

きるから、ぜひ同文書院で日本語を学んでほしい

と。明治 30 ～ 40 年代は日本がかなり自信を持っ

てきた時代ですね。ここのところは原文ではロシ

アが欧米列強の中に入っていて、今日のテキスト

では抜かしであるんです。その代わりにアメリカ

が入っています。これもおそらく時代のせいだと

思います。特にロシア革命が起こって、大正～昭

和あたりではロシアは野蛮国、と言うと言い過ぎ
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ですけれども文明国ではない、学ぶべき国ではな

いと言うか。あるいは別の意図があったのかも知

れませんが。

第 4 段落では、しからばその西学はどういう

ふうにして学べばいいかを具体的に、中国入学生

は日本語を学ぶことによってそれが達成できるん

だということを緯々と説いています。日本語を学

べば、日本語に翻訳された欧米諸国の知識、とり

わけ西洋科学・近代科学が、直ちに中国人にとっ

てそのまま知識となる。だからあえてオランダと

かアメリカとかフランスとかロシアとかドイツと

か、そういうところの言葉をもうやる必要はない

と。

先ほとー発言があったことと関連して、逆に中固

からは明治 37 年～ 38 年の日露戦争以降、特に明

治 40 年代になると、万という数の留学生が来た。

東京では風呂屋に中国語で、風自に入る時には湯

船の中で石鹸を使わないこととか、ちょうど今と

同じように中国語で説明文があったというくらい

次の第 5段落では、逆に日本入学生が中国語を

学ぶことの意味、なぜこういうことをやるのか、

それから具体的にどういうふうに学生を募集する

のか、何のために全国から学生を採るのか。それ

は中国通の日本人を教育して、その日本人が日中

聞の架け橋となって大いに活躍することを期待し

ているんだと。簡単に言えばそういうことになる

んじゃないかと思います。

それから第 4段落の 4 行自に「華人J とありま

すね。これは原文では n青学生」になっている。

「華人j というのも 2 か所あるが、原文自体が「華

人」となっています。 f華人j と「靖」とでちょっ

と使い分けをしているのかなとも思いますね。で

すから本当は字を改める時に、いちいち検討する

ことが必要になってくるんだろうと思います。

［司会】 私は最初書かれたままで何の変更もなく

こういうふうに｛云わっているのかと思ったら、時

代と共にいろいろ字を入れ替えたり、書き加えた



り、あるいは削除しているということを聞いて、

あまり文献学的になっても仕方がないけれども、

1 回それだけでも少し整理して、時代的なものが

どう反映しているのかということを研究する価値

があると思いました。それからもう一つは、瀬戸

内寂聴が「源氏物語J を現代日本語に翻訳したよ

うに、これを本当に学生諸君にも分からそうと思

えば、現代語に訳して、愛大の学生が誰でも読ん

だらすぐ分かるようなものを作ることも考えてい

いんじゃないかと思います。今日なんか質問した

人はずいぶん進んだ学生で、そうでない人はもう

何が何だか全然分かっていないと思うので（こん

なことを言ったらいけないけれども）。

｛令泉］ 学生生徒便覧というのを昭和 17 年 9 月

に同文書院（大学になってから）が出していまし

て、これは読み下し文だけ載っています。今日の

テキストの読みと、この便覧の読み下しと、どち

らかと言うと昭和 17 年の便覧の読み下しのほう

が私にはぴったりきました。だいたい私の時代の

ものかなという。私は漢学塾で正則の漢文を習っ

たわけではないですが、こちらのほうがちょっと

易しく感じられます。だから現代語訳をつくると

いう時は、またこれ難しいですね。ちょっと解釈

みたいになってしまう。「…の所以なり J と「の

所以は…なり」、「あらんか」と「あらんやj。な

んで片方は「か」で片方は fゃ」なのか。こうい

うのはみんなちゃんと読み下しの仕方があってそ

れによっているんですけど、これも先ほど言った

テキストで変えちゃってるのがあるんですよ。本

来は「…か」とあるところを「…やJ にしてあっ

て、これはたぶん変えた人が、自分の読み下しで

言うとこっちのほうだと思って別の助辞を当てた

んでしょうね。終止どまりにするのか連用どまり

にするのかというのもあります。

［司会］ 池上先生、こういうのをパンフレットに

して配ったというのを読んだことがあるんですけ

れども、同文書院におられた頃、学生はどういう

形で勉強していたんですか。

東車両文書院 f興学要旨L r立教綱領j を読む

｛池上］ いや、すぐ病気しちゃって同文書院にあ

まり長くいなかったもんですから。

【今泉｝ 昭和 17 年には少なくともこの便覧が配

布されたんですから。これはカリキユラム一覧。

愛知大学の学生便覧と同じです。校則・学則があっ

て休暇届の様式があって、図書館の使い方とか。

その中にこれが入っている。

［司会】 日中戦争が始まってから、東亜同文書

院の学生がこの立教の精神、建学の精神の原文と

読み下し文を作って配ったという記事があるんで

すね。それでやっぱり戦争中なので兵隊に引っぱ

られて戦争の醜い面をいろいろ見せられる。日本

（あるいは日本軍）は聖戦と言うけれども、戦争

の実態はそうじゃない。自分達が学んだ根津精神

と日本がしている戦争との矛盾をひしひしと感じ

たというようなことが回顧録の中に書いてあるん

です。だからやはりそこの大きな矛盾があって、

学生はちゃんとこういうものを読んで根津精神を

知っている。自覚している。ところが時代の流れ

で戦争に取られて、聖戦に参加したと思いきや聖

戦じゃないじゃないか、ということを述慎してい

るのがかなりたくさんあります。だからそういう

意味でこれは非常に大事なんです。

【平田｝ テキストの原文ですが、一番古い形のも

のは何でしょうか。

［今泉I f東亜同文書院沿革史』ですね。これが

やっぱり一番古いだろうなと。明治 41 年に印制

されていて、図書館にも記念センターにもありま

した。これだろうと思います。今日はそれを印刷

してこなかったんです。内輪の研究をこれからや

るとすれば原文も出したいと思います。これを一

応原テキストと想定しています。

［司会］ 何種類あるんですか。

［今泉］ 私の見たのでは 3 分類 11 種ですね。た

だ一つが分れて、そこから枝分かれしている。枝

分かれして三つになった。当時はコピーがありま

せんので、組むたびに文選工が活字を拾っていま

すから。たとえばこういうのがあります。「彊」
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と「彊」です。これになっているのにあっちのほ

うだと思い込んだ。これは「封騒J とか「富彊」

とかの「キョウJ、前者は境界、国境の意味です。

後者は「キョウJ は「キョウ j なんですけど、中

国音はチィヤンの有気音なんですね。「強い」と

いう意味です。現在は「強j を当てる。これが 2

か所あります。これなんか同じところから来た間

違いで、文選工が間違ったと言うよりも校正した

同文書院あるいは東亜同文会の方の錯覚だろうと

思います。これがずっと来ていて元へ戻したのが

無いとすると、そこからまたこうなって閉じ誤り

をしている。

［石田］ 先生、ただ『沿革史j より前ので、 1901

年 5 月 1 日の同文会の報告にも I興学要旨j と f立

教網領j が出ているものですからこれがたぶん…。

［今泉1 1901 年と言うと明治 34 年。

［石田 l ちょうど開学の時の東亜同文会の会報

（機関紙）です。

｛今泉］ ああそうですか、それはまだ見てなかっ

た。

［石田］ ただこれはもちろん開学した時は東亜同

文書院ではなくて、南京同文書院を開いて、その

年の 8 月に改名して東亜同文書院になったもので

すから。

［令泉］ 今日のこのテキストは東亜同文書院の名

前で出しますけど、それ以前は、あなたが言われ

たように南京同文書院というのが 1 年前にできる

わけですね。もともとその時の趣旨なんですよ。

それを劉坤ーに出したものがあるかと言うと、見

当たらないんで‘すね。手紙そのものは無い。ただ

し劉坤ーの返書があります。朝鮮が入って 3 国の

聞に云々、なんていうのはそこに出てくるし、原

文には出ているわけですけど、そういうことから

言うとこれは 33 年に劉坤ーに出したものの中に

あって、それが 34 年の印刷物の中にもあったと

いうことに一応なります。それでこの原文全体は

根津ーが書いたと考えますと、同類のものは f近

衛篤麿日記j の引用文章にも出ている。南京同文
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書院の、当時東亜同文書院の幹事長だった佐藤正

という方の趣旨にも入っている。だから f山洲根

津先生伝j にあるように作者は根津ーだとしても、

これの元になっているものは少なくとも根津ーを

中心とする人達と言いますか、東亜同文会の人達

だった。ただ根津ーは初めから東亜同文会の核に

なっていたかどうか。というのは、 33 年の佐藤

正幹事長の辞任の後になるわけですけれども、こ

の辺はちょっとよく分からないところがありま

す。愛知大学の設立趣意書を見ていますけれども、

小岩井か本聞か林か、誰が執筆したかというこ

とにもいろいろ説があります。今おっしゃったよ

うに少なくとも時系列に見ていって、さっきのよ

うな、要するに突き合わせをさせるということは

必要だと思います。実はまだそれには材料が不足

ですね。一応形の違うものとしては 11 種類かな、

私が調べたのでは。今度はこれ（今日のテキスト）

を作りましたので。今言った中でまあこっちだろ

うというところですね。これが唯一だとして世の

中に出ちゃうのはどうかな。それが今日の結論と

言うと変ですけど。したがってもっと研究が必要

だということです。現代語訳を作るというのも必

要ではあると思いますね。

［司会］ しかしあれですね、愛大の設立趣意書を

私が勝手に一つごついじって変えるというのはと

んでもないことで考えられないけど、どうして同

文書院についてはそういうことが可能であったの

か、あるいは正当化されたのかという。

［令泉｝ 分かりませんね、ほんとに分かりません。

根津院長在任中の 3 種類中にも異同があります。

昭和 17 年の学生便覧は配布されたんですから。

これを入れたのが学生便覧のいつ頃からかのとい

うこともありますし、その時何を原文にしたのか

ということもあります。さっき言ったような「壷

忠報国J なんかは問題からすると面白いなと思い

ます。

［司会］ はい、それではそろそろ時間になりまし

たが、皆さんどうしても何かご質問あるいはご意



見がおありになりましたら言っていただきたいと

思います。ないようでしたら、またこういう研究

会を折を見て聞かせていただきますので、その節

東E同立書院『興学要旨』、『立教綱領』を読む

はどうぞおいでください。本日はどうもありがと

うございました。今泉先生ありがとうございまし

た。
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東
E
同
文
書
院
興
事
要
旨
（
明
治
三
十
四
年
八
月
）

講
中
外
之
質
事
。
教
中
日
之
英
才
。
一
以
樹
中
国
富
強
之
基
。
一
以
留
中
日
輯
協
之
根
。
所
期
在
乎
保
全
中
因
。

而
定
東
亜
久
安
之
策
。
立
宇
内
永
和
之
針
。

中
園
之
於
東
亜
。
封
土
民
衆
。
館
居
什
之
九
。
其
於
日
本
．
雷
同
其
文
。
民
間
其
俗
。
誼
則
隣
友
。
情
則
兄
弟
。

唇
歯
之
形
也
。
虞
敏
之
勢
也
。
其
安
危
興
亡
。
不
濁
潟
中
国
官
民
之
休
戚
。
不
待
識
者
而
知
突
。
且
夫
四
百
除
州

之
庚
土
。
謹
宇
内
之
雄
園
。
而
統
治
之
締
弛
子
内
。
四
億
館
高
之
衆
民
。
披
六
合
之
上
遊
。
市
危
疑
之
情
見
子

外
．
山
津
之
富
。
関
市
之
利
。
篤
海
外
列
置
所
羨
望
護
服
者
。
且
敷
十
年
。
照
照
接
接
。
東
往
於
此
者
。
不
知
其

幾
千
寓
人
。
然
而
彊
封
不
移
。
金
甑
無
歓
者
。
誠
以
列
強
之
均
衡
未
失
其
卒
。
彼
此
形
格
嚢
前
。
莫
敢
稜
難
端
蒋

耳
。
蓋
千
鈎
之
重
。
加
録
南
而
移
。
割
譲
之
失
。
錐
尺
地
寸
土
。
而
足
以
動
列
強
之
均
衡
。
均
衡
一
動
。
則
列
強

誼
起
。
求
所
以
保
持
其
卒
者
。
是
国
其
所
不
得
己
。
求
而
得
之
。
則
啓
中
圏
分
鰯
之
端
。
不
得
期
篤
東
亜
動
乱
之

階
。
是
亦
勢
之
所
不
可
禁
。
要
之
割
地
之
事
一
行
。
市
中
国
之
危
急
不
可
救
。
東
亜
之
縞
乱
不
可
防
。
態
勢
所

及
。
安
知
不
以
至
於
撹
擾
宇
内
菖
邦
之
平
和
耶
。
果
然
保
全
中
画
。
乃
所
以
保
東E
之
安
全
。
保
全
東
亙
。
乃
所

以
保
宇
内
之
平
和
也
。
顧
東
亜
之
邦
。
惟
中
国
潟
大
。
惟
日
本
篤
強
。
若
夫
強
興
大
相
輯
協
。
内
議
自
彊
之
策
。

外
修
柔
謹
之
蓮
。
始
可
以
有
篤
於
東
亜
。
難
然
中
園
之
画
勢
如
彼
其
衰
也

e

国
歩
如
彼
其
一
類
也
。
即
興
共
提
寧
措

据
。
可
以
諜
小
功
。
未
可
以
立
大
計
。
可
以
園
萄
安
。
未
可
以
保
久
金
。
乃
知
非
及
今
挽
問
中
園
之
預
勢
。
而
致

其
富
張
。
尉
中
日
揖
協
功
致
。
不
可
得
而
完
也
。
夫
中
日
不
輯
協
。
不
可
謀
東

E
安
全
之
事
．
中
圏
不
富
強
。
不

可
完
中
日
輯
協
之
致
。
則
東E
志
士
之
務
。
向
有
念
於
樹
中
国
富
強
之
基
。
圏
中
日
輯
協
之
根
者
乎
。

富
盟
強
兵
之
道
不
一
。
而
莫
若
興
事
校
養
人
材
之
最
捷
且
便
駕
。
何
者
。
国
之
富
強
。
以
民
之
智
徳
篤
本
。
民
之

智
徳
。
以
士
大
夫
之
智
徳
鳥
準
。
而
畢
校
者
。
賢
士
大
夫
之
所
由
出
也
。
顧
孔
孟
仁
義
之
数
。
中
日
之
所
千
百
世

紹
越
寧
奉
。
以
爵
修
身
治
関
之
訓
者
。
建
諸
天
地
而
不
惇
。
質
諾
鬼
紳
而
無
疑
。
歌
美
格
致
之
皐
。
日
本
之
所
数

十
年
採
納
唖
曙e

而
爵
利
用
厚
生
之
法
者
。
講
習
之
精
。
運
用
之
妙
。
比
諸
泰
西
列
園
。
殆
不
多
謀
。
今
南
国
先

準
。
協
心
裁
力
。
大
興
事
校
於
中
園
之
都
邑
。
集
南
置
土
民
之
俊
秀
。
授
之
以
仁
義
忠
孝
之
教
格
物
致
知
之
事
。
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東亜同文書院『興学要旨』、『立教綱領j を読む

参
之
以
語
言
文
字
官
商
賓
用
語
科
。
砥
砺
其
徳
性
。
啓
晋
其
智
能
。
則
東
亜
人
材
之
勃
興
。
可
趨
足
而
待
失
。
而

先
達
士
大
夫
。
文
従
而
援
引
保
薦
。
使
之
得
展
駿
足
。
則
可
以
輔
治
道
。
可
以
最
利
源
。
可
以
化
民
易
俗
。
可
以

折
衝
禦
侮
。
誠
如
是
。
欲
題
之
不
最
富
兵
之
不
強
盛
．
量
可
得
乎
。
輯
一
曹
協
裁
之
端
不
一
。
而
英
若
敬
育
協
同
之

尤
多
功
而
無
失
鷲
。
何
謂
之
教
育
協
向
。
以
彼
我
師
友
育
彼
我
子
第
是
己
。
今
夫
遁
謀
於
軍
園
之
政
。
緩
念
相

援
。
内
外
相
慮
。
謂
之
政
治
協
問
。
合
力
於
貨
殖
之
業
。
有
無
懇
蓮
．
短
長
費
補
。
謂
之
商
工
協
向
。
此
二
者
魁

協
同
之
重
且
大
者
。
其
全
邦
交
敦
隣
誼
之
功
深
且
蓮
実
。
中
日
之
不
可
一
目
怠
於
此
。
園
無
庸
論
也
。
睡
然
軍
圏

之
利
害
。
商
工
之
得
失
。
不
必
彼
我
同
撰
。
時
或
植
略
行
於
其
問
。
以
使
人
有
隔
靴
掻
捧
之
嘆
。
躍
有
協
同
之
義

者
。
往
往
不
莞
駕
e

至
於
教
育
協
同
則
不
然
。
其
所
期
。
惟
智
徳
之
島
京
蓮
耳
。
其
所
事
。
惟
子
第
之
敷
養
耳
。
其

進
也
以
種
。
其
合
也
以
義
。
曽
無
利
害
得
失
篤
之
芥
帯
巴
復
何
用
夫
纏
術
機
略
鳥
。
昆
夫
情
実
密
於
父
子
。
誼
実

厚
於
師
弟
。
師
之
所
信
選
。
乃
弟
子
之
所
服
膚
。
子
之
所
愛
敬
。
乃
父
之
所
親
信
。
其
情
誼
使
然
也
。
今
南
画
先

準
伎
中
日
輯
協
之
大
義
。
而
養
南
画
士
民
之
子
弟
。
則
中
目
輯
協
之
大
義
。
不
満
篤
畢
生
之
持
論
。
而
持
篤
南
麗

士
民
之
公
論
。
掌
敬
之
先
輩
。
得
業
之
上
士
。
不
調
講
畢
生
所
愛
敬
。
而
勝
鵡
南
圏
士
民
所
親
信
君
。
輯
曹
協
裁

之
根
基
。
宣
有
国
於
此
者
裁
。

謹
遡
之
上
世
。
原
被
我
邦
交
之
源
委
。
自
周
漢
以
及
唐
宋
。
彼
常
篤
我
之
師
表
。
披
之
典
章
文
物
。
常
鶏
我
之
模

範
。
積
築
刑
政
教
化
之
興
。
以
至
醤
ト
暦
数
按
蕃
百
エ
之
事
。
事
於
彼
而
費
於
我
者
。
不
可
勝
数
。
親
近
圏
家
探

敵
美
日
新
之
皐
街
。
而
岨
曙
其
精
華
。
張
政
綱
。
振
圏
力
。
興
人
文
。
費
民
智
。
行
之
三
十
年
。
画
勢
之
盛
。
文

運
之
陸
。
時
駕
英
美
徳
法
而
出
其
右
央
。
雄
日
慮
時
勢
制
機
宜
。
舎
腐
取
新
。
去
名
就
貫
之
所
致
。
荷
非
有
友
邦

種
文
。
敷
千
百
年
蕃
桁
盤
結
篤
之
根
底
。
溝
得
一
躍
而
準
於
宇
内
雄
邦
之
列
耶
。
中
国
之
徳
於
我
大
実
。
我
之
所

負
於
中
間
者
重
失
。
縦
令
彼
我
之
問
。
無
唇
歯
之
形
。
虞
敏
之
勢
。
我
国
富
務
蹄
以
報
徳
酬
恩
者
也
。
比
年
中
園

長
天
不
弔
。
内
外
多
難
。
圏
歩
日
類
。
上
下
困
頓
。
朝
夜
離
航
。
而
利
用
厚
生
之
街
来
講
也
。
富
国
強
兵
之
計
未

立
也
。
殆
所
謂
危
急
存
亡
之
秋
也
。
夫
人
荷
先
師
之
恩
徳
。
市
不
救
建
孤
之
危
亡
。
難
至
不
仁
者
不
忍
鷲
。
況
稿

潟
東
海
君
子
園
者
乎
。
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立
教
綱
領

徳
教
a
m経
。
接
室
経
費
停
市
施
之
。
智
育
篤
緯
。
特
授
中
国
事
生
以
日
本
言
語
文
章
。
泰
西
百
科
賓
用
之
皐
。
日

本
事
生
。
以
中
英
言
語
文
章
。
及
中
外
制
度
律
令
商
工
務
之
要
。
所
期
在
乎
各
自
遁
逮
強
立
。
成
園
家
有
用
之

土
．
嘗
世
必
需
之
才
。

間
家
有
用
之
士
。
要
明
至
誠
報
園
之
大
義
。
遁
利
用
厚
生
之
賓
務
。
嘗
世
必
需
之
才
。
要
審
四
海
高
邦
之
形
勢
。

藷
救
世
務
時
之
術
策
。
二
者
一
一
間
不
ニ
。
ニ
而
不
一
。
是
本
書
院
之
所
以
徳
教
篤
経
。
智
育

a
m緯
。
以
組
織
立
教

之
縞
目
也
。
葦
六
経
四
子
。
古
先
聖
賢
所
以
修
身
歳
月
家
卒
天
下
之
法
也
。
停
所
指
締
本
諸
身
徴
諸
庶
民
。
吉
世
以
倹

聖
人
濁
不
惑
者
。
費
存
乎
此
失
。
徳
教
之
本
。
道
事
之
源
。
莫
得
而
加
鷲
。
然
自
西
事
之
入
我
邦
也
。
事
者
往
往

来
之
高
題
。
而
不
復
議
。
有
識
之
士
。
深
以
鶏
憾
駕
。
故
本
書
院
。
首
設
経
事
之
科
。
議
明
先
聖
先
儒
之
大
道
。

以
a
m窮
理
正
心
修
己
治
人
之
本
。
所
要
於
中
園
。
英
切
於
文
明
利
器
。
所
関
於
華
人
。
英
甚
於
泰
西
科
挙
。
夫
唯

泰
西
科
事
有
関
。
是
以
文
明
利
器
不
備
。
夫
唯
文
明
不
備
。
是
以
富
圏
強
兵
之
事
不
就
緒
。
乃
知
泰
西
科
臨
宇
之
攻

修
。
a
m中
国
事
生
所
尤
宣
致
心
力
者
也
。
逗
而
忠
之
。
泰
西
列
画
。
其
於
科
事
也
。
各
有
短
長
精
議
。
有
欲
就
其

畏
而
取
其
精
。
｛
且
先
境
各
図
之
言
語
辞
文
。
是
蛍
可
勉
強
於
期
月
之
間
荷
得
者
乎
。
我
邦
修
西
事
。
三
四
十
年

実
。
始
者
取
誇
荷
。
其
次
取
諸
英
典
美
。
文
其
次
取
於
法
於
徳
於
伊
。
然
専
乎
彼
者
。
必
蓮
乎
此
。
精
於
一
者
。

必
巌
於
ニ
。
裏
裏
乎
其
難
哉
。
今
期
事
者
概
藷
列
圏
之
畳
一
回
文
。
聴
於
其
入
。
観
於
其
書
。
就
其
長
者
而
究
之
。
擢

其
精
者
荷
孝
之
。
垂
諸
文
。
以
爵
後
進
階
梯
。
而
我
邦
之
科
事
。
幾
乎
大
成
失
。
夫
華
之
奥
我
。
幸
有
同
文
之

恵
。
華
人
之
事
我
一
冨
辞
。
輿
泰
西
言
癖
執
難
敦
易
。
不
較
而
明
突

e

今
授
中
園
事
生
以
我
言
語
文
章
。
使
得
師
我

人
。
由
我
書
。
以
事
日
用
百
科
。
則
列
函
之
一
言
文
不
待
事
。
列
閤
之
長
短
不
待
較
。
泰
西
科
事
之
精
華
。
其
如
指

諸
掌
欺
。
且
夫
中
日
之
輔
協
。
中
園
之
穏
也
。
日
本
之
文
事
武
備
。
中
園
之
模
範
也
。
中
園
之
資
於
我
。
而
補
於
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彼
者
極
大
失
。
華
人
之
不
得
於
彼
。
市
有
待
於
我
者
極
多
失
。
観
光
之
行
。
．
負
笈
之
遊
。
持
共
年
盆
蓬
失
。
九
華

人
所
須
要
於
我
言
語
文
齢
者
。
指
不
勝
居
。
本
書
院
以
日
本
言
文
。
加
乎
賓
用
百
科
之
上
者
。
以
此
故
也
。

日
本
事
生
。
概
取
誇
中
事
既
成
之
後
。
故
所
関
如
於
此
輩
。
不
在
乎
泰
西
科
事
。
而
在
乎
中
園
時
務
。
不
在
乎
敏

美
之
典
章
文
物
。
荷
在
乎
中
薗
之
情
形
民
物
之
動
静
。
顧
爾
園
士
民
之
相
阻
隔
也
久
失
。
彼
我
相
続
。
殆
如
秦
越

肥
熔
。
今
也
。
東
亜
時
局
之
危
念
己
如
彼
。
中
日
輯
協
之
緊
要
己
如
彼
。
先
費
先
憂
之
志
士
。
依
唇
歯
輔
車
之

誼
。
侶
曲
突
徒
薪
之
設
。
文
己
如
彼
。
而
爾
圏
輿
論
未
定
也
。
衆
心
未
警
也
。
姑
息
之
眠
倫
安
之
夢
未
覚
也
。
所

以
然
者
何
哉
。
無
他
。
審
中
日
之
情
僑
東
亜
之
形
勢
者
。
審
乎
未
遁
於
府
懸
是
己
。
故
本
書
院
之
徴
事
生
。
博
求

於
各
府
各
蘇
。
市
不
偏
於
一
方
一
局
。
旦
謀
於
各
府
懸
。
而
致
公
費
留
事
生
。
待
其
事
業
成
就
。
散
之
於
爾
図
之

官
郷
。
一
以
助
経
図
利
民
之
業
。
一
以
議
善
隣
修
睦
之
道
。
則
庶
幾
雨
園
之
形
勢
情
儀
。
由
是
漸
遇
。
彼
我
輯
協

之
端
。
由
是
漸
開
。
所
謂
政
治
商
工
之
協
同
。
亦
由
是
漸
準
。
而
中
園
富
強
之
基
礎
。
途
就
其
緒
突
。
然
則
倍
脚
本
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書
院
之
事
生
者
。
宜
昼
胸
中
日
輯
協
之
媒
介
。
母
胸
中
国
富
強
之
鼓
吹
。
潟
東
亜
経
論
之
木
鐸
者
也
。
故
本
書
院
。
特

課
此
輩
以
中
国
言
語
文
章
。
制
度
律
令
一
商
工
務
之
要
。
以
期
其
精
通
於
中
園
之
情
形
。
嘗
世
之
要
務
。
若
夫
泰
西

理
財
エ
蕃
邦
交
之
術
。
及
各
圏
言
語
文
辞
之
事
。
凡
有
盆
於
東
車
時
局
者
。
嘗
博
求
精
揮
而
授
之
。
以
補
其
不
逮

也本
書
院
立
教
之
綱
領
賞
如
此
。
切
望
事
者
由
是
市
耕
至
誠
報
翻
之
大
義
。
議
利
用
厚
生
之
賓
務
。
遁
四
海
高
邦
之

形
勢
。
暁
救
世
済
時
之
術
策
。
以
成
闘
家
有
用
之
材
。
嘗
世
必
需
之
才
。
量
不
欝
裁
。



東
亜
同
文
書
院
創
立
要
領

本
要
領
は
「
奥
山
（
子
要
旨
」
と
「
立
教
綱
領
」
の
こ
篤
か
ら
成

p

、
明
治
三
十
三
年

後
津
院
長
が
漢
文
で
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
院
長
の
書
院
建
学
の
趣
旨
と
、
教
学

の
根
本
を
理
解
す
る
に
は
、
必
読
す
べ
き
重
要
文
件
で
あ
る
。

南
京
同
文
書
院
開
設
の
際
、
院
長
が
荷
江
総
督
劉
坤
一
に
提
示
し
、
そ
の
共
感
を

得
た
の
が
最
初
の
作
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
初
、
東
軍
同
文
書
院
は
南
京
同
文
書

院
、
中
国
は
滑
固
と
警
か
れ
て
い
た
。
原
文
は
「
沿
草
史
」
と
「
山
洲
伝
」
に
よ
っ

た
が
、
後
年
字
句
に
若
干
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。

資
料
と
し
て
は
、
漢
文
の
原
文
を
も
収
録
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
上
国

訳
文
の
み
と
し
た
。
訳
文
は
二
十
二
期
山
本
紀
綱
の
訳
に
よ
っ
た
。

輿
学
の
要
旨

中
外
ノ
実
学
ヲ
続
ジ
テ
、
中
日
ノ
英
才
ヲ
教
ヱ
、

－
ア
、

一
ニ
円
以
ツ
テ
中
国
富
強
ノ
基
ヲ
智

一
ニ
ハ
以
ツ
テ
中
日
務
協
｛
友
好
協
力
）
ノ
根
ヲ
圏
ム
。
期
ス
ル
所
ハ
中
国
ヲ
保
全

シ
テ
、
東
亜
久
安
ノ
策
ヲ
定
メ
、
宇
内
永
和
（
世
界
永
遠
の
平
和
）
ノ
計
ヲ
立
ツ
ル
ニ
在

リ

2 

中
国
ノ
東
軍
ニ
於
ケ
ル
ヤ
、
封
土
民
衆
ハ
並
ピ
ニ
什
ノ
九
－
一
居
日
、
其
ノ
日
本
ニ
於
ケ

ル
ヤ
、
書
ハ
其
ノ
文
ヲ
同
ジ
ク
シ
、
民
ハ
其
ノ
俗
ヲ
悶
ジ
ク
ス
。
笛
戸
則
チ
鉾
友
、
情
ハ

則
チ
兄
弟
、
唇
歯
ノ
形
ナ
リ
、
ぽ
緋
ノ
勢
（
相
互
目
密
接
の
関
駅
）
ナ
リ
。
業
ノ
安
危
興
亡

ハ
、
独
リ
中
国
宮
民
ノ
休
戚
（
喜
憂
）
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
、
識
者
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
知

ラ
ル
。
且
ツ
失
レ
四
百
余
州
ノ
広
土
円
、
宇
内
ノ
雄
図
ヲ
尽
セ
ル
モ
統
治
ノ
線
全
内
－
一

弛
三
、
四
億
余
万
ノ
・
一
民
ハ
、
六
ム
ロ
（
世
界
）
ノ
上
潜
（
上
流
）

。
ι。

発
祥
の
地
に
あ
る
に
）
、
危
疑
ノ
情
ハ
外
ニ
見
ヲ
ル
、
山
沢
ノ
宮
、
関
市
（
交
易
｝

ぺ
海
外
列
国
ノ
抽
出
望
奔
競
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
立
ツ
数
十
年
、
附
m
J
r

叡2
付
（
衆
人
の
往

円
内
，
，
“
〉

来
す
る
貌
〉
ト
シ
テ
、
比
ニ
来
往
ス
ル
者
ハ
、
其
ノ
幾
千
万
人
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
。
然
日
川
間

シ
テ
穏
針
移
ラ
ズ
、
金
庫
欠
ク
ル
無
キ
（
国
家
の
外
侮
を
受
く
る
燕
き
）
ぺ
誠
二
列
強

ニ
拠
ル
ニ

世

ノ塁
手I] 化

3 
ノ
均
衡
来
ダ
其
ノ
平
ヲ
失
ヲ
ズ
、
彼
此
形
格
シ
勢
禁
タ
｛
相
互
に
牽
制
し
て
数
エ
テ
簸

[3V

端
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
莫
カ
リ
シ
ヲ
以
ツ
テ
ノ
ミ
。
差
シ
千
釣
ノ
重
キ
モ
鎌
筒
（
少
量
の
意
）

ヲ
加
ウ
レ
バ
移
ル
。
劉
壌
ノ
失
戸
、
尺
地
寸
土
ト
錐
モ
、
以
ツ
テ
列
強
ノ
均
衡
ヲ
動
カ
ス

た

－
一
足
ル
。
均
衡
一
タ
ピ
動
ケ
パ
剣
チ
列
強
並
ピ
起
ツ
。
其
ノ
平
ヲ
保
持
ス
ル
所
以
ヲ
求
ム

ル
ペ
是
レ
圏
ヨ
P

其
ノ
己
ム
ヲ
得
ザ
ル
一
助
ナ
リ
。
求
メ
テ
コ
レ
ヲ
得
レ
パ
、
刻
チ
中
国

ひ
b

分
出
削
ノ
端
ヲ
啓
キ
、
得
ザ
レ
パ
則
チ
東
亜
動
乱
ノ
階
ト
為
ル
ハ
、
是
レ
亦
タ
勢
ノ
禁
ズ
ベ

カ
ラ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
2

レ
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
割
地
ノ
事
一
タ
ピ
行
ワ
レ
テ
ハ
、
中
国
ノ
危
急

す
〈

ハ
救
ワ
ベ
カ
ラ
ズ
、
東
E

ノ
禍
乱
ハ
防
グ
ベ
カ
ラ
ズ
、
余
勢
ノ
及
プ
ト
コ
ロ
、
白
川
戸
ゾ
以

ツ
テ
宇
内
万
邦
ノ
平
和
ヲ
撹
擾
ス
ル
－
一
至
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ラ
ン
ャ
。
果
シ
テ
然
ラ
パ
、
中
国

ず
危
わ

ヲ
保
全
ス
ル
ハ
乃
チ
東
亜
ノ
安
全
ヲ
保
ツ
所
以
ニ
シ
テ
、
東
亜
ヲ
保
全
ス
ル
ハ
乃
チ
宇
内

ノ
平
和
ヲ
保
ツ
所
以
ナ
目
。

来
車
ノ
邦
ヲ
蕨
ミ
ル
－
一
、
惟
レ
中
思
ハ
大
ナ
リ
、
船
出
レ
日
本
円
強
ナ
リ
。
若
シ
夫
レ
強

ト
大
ト
相
イ
韓
協
シ
、
内
自
彊
ノ
策
ヲ
講
ジ
、
外
桑
遼
（
逮
閣
を
和
服
せ
し
め
る
）
ノ
道

ヲ
修
ム
レ
パ
、
始
メ
テ
以
ツ
テ
東
亙
エ
為
ス
有
ル
ベ
シ
。
然
リ
ト
緩
モ
、
中
国
ノ
国
勢
ハ

彼
ノ
如
ク
其
レ
衰
ェ
、
国
歩
ハ
彼
ノ
如
ク
其
レ
銀
ナ
H
Y。
郎
チ
射
ニ
共
－
一
郎
恥
都
践
的
蹴
（
互

助
辛
労
）
ス
レ
パ
、
以
ツ
テ
小
功
ヲ
篠
ル
ベ
キ
モ
、
来
ダ
以
ツ
テ
大
計
ヲ
立
ツ
ル
ベ
カ
ラ

ζ
’

S
A
 

ズ
、
以
ツ
テ
萄
安
（
一
時
の
安
泰
）
ヲ
図
ル
ペ
キ
モ
、
来
ダ
以
ツ
テ
久
全
ヲ
保
ツ
ベ
カ
ラ

ズ
。
乃
チ
知
ル
、
今
ニ
及
ン
デ
中
国
ノ
顔
努
ヲ
鋭
回
シ
、
共
ノ
富
強
ヲ
致
ス
ニ
非
ザ
レ

主

A
V
L
ι

パ
、
則
チ
中
日
輯
協
ノ
功
効
ハ
、
得
テ
完
ク
ス
ペ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
コ
ト
ヲ
。
夫
レ
中
日
鶴
協

セ
ズ
パ
、
東
亙
安
全
ノ
事
ヲ
諜
ル
ペ
カ
一
フ
ズ
、
中
国
富
強
ナ
ラ
ズ
パ
、
中
日
揖
協
ノ
効
ヲ

完
ウ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
則
チ
東
亜
志
士
ノ
務
メ
ハ
、
尚
中
国
富
強
ノ
基
ヲ
樹
テ
、
中
日
緯
協
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ノ
根
ヲ
間
ム
ル
ヨP
念
ナ
ル
モ
ノ
有
ラ
ン
ヤ
。

富
国
強
兵
j
道
ハ
一
ナ
ラ
ズ
・
雨
シ
テ
学
校
ヲ
興
シ
人
材
ヲ
裳
ウ
ノ
最
モ
縫
（
早
）
且

ツ
使
ナ
ル
ニ
志
ク
ハ
英
シ
。
慨
主
税
、
国
ノ
富
強
ハ
民
ノ

Z
Z
Y

テ
本
ト
号
、
民

ノ
智
徳
ハ
士
大
夫
（
指
導
者
階
級
〉

J
智
徳
ヲ
以
ツ
テ
準
｛
標
準
）
ト
為
セ
パ
ナ

p
・
而

シ
テ
学
校
戸
、
賢
士
大
夫
ノ
日
間
ツ
テ
出
ヅ
ル
所
ナ
リ

e
厩
ミ
ル
竺
孔
孟
仁
義
ノ
教
ハ
、

中
日
ノ
千
百
世
紹
述
（
継
承
）
尊
車
中
シ
、
以
ツ
テ
修
身
治
国
ノ
釧
ト
為
セ
シ
所
ノ
モ
ノ
ナ

9

・
コ
レ
ヲ
天
地
エ
建
テ
テ
刷
出
国
フ
ズ
、
コ
レ
ヲ
鬼
神
田
一
節
シ
テ
疑
ク
祭
シ
・
欧
米
格
設

（
格
物
致
知
）
ノ
学
（
自
然
科
学
）
ハ
、
日
本
ノ
数
十
年
採
納
阻
穏
シ
テ
利
用
厚
生
ノ
法

ト
為
セ
シ
所
ノ
モ
ノ
ナ
H
y
e
蜂
習
ノ
輸
相
、
運
用
ノ
妙
ハ
、
コ
レ
ヲ
泰
西
列
国
－

z
hシ
テ
殆

ン
ド
多
ク
ヲ
綴
ラ
ズ
。
今
両
国
ノ
先
進
、
協
心
議
カ
（
合
カ
）
シ
、
大
イ
ニ
学
校
ヲ
中
国

ノ
都
邑
エ
輿
シ
、
両
国
士
民
ノ
俊
努
ヲ
集
メ
、
コ
レ
エ
授
タ
ル
エ
仁
義
忠
孝
ノ
教
、
格
物

致
知
ノ
学
ヲ
以
ツ
テ
シJ
1レ
ニ
鋭
（
加
）
ク
ル
－
一
霊
曲
目
文
字
、
官
商
実
用
ノ
誇
科
ヲ
以

ツ
テ
シ
、
其
j
t徳
川
住
ヲ
配
蹴
盆
ぎ
磨
き
）
シ
、
其
ノ
知
能
ヲ
啓
発
セ
パ
、
則
チ
来
亙
人

材
ノ
勃
奥
ハ
麹
足
シ
テ
（
足
を
つ
ま
立
て
て
）
待
ツ
ベ
シ
。
市
シ
テ
先
逮
ノ
士
大
夫
、
又

従
ツ
テ
援
引
保
薦
（
推
せJ
J
N
）
シ
、
ヨ
レ
ヲ
シ
テ
惑
足
（
才
能
）
ヲ
昨
フ
ル
ヲ
得
シ
ム
レ

パ
い
賊
チ
以
ツ
テ
治
道
ヲ
輯
ク
ベ
ク
、
以
ツ
テ
利
源
ヲ
熊
ク
ベ
夕
、
以
ツ
テ
民
ヲ
化
シ
俗

ヲ
易
ク
ペ
ク
、
以
ツ
テ
折
衝
侮
9

ヲ
艇
グ
ベ
シ
。
誠
－
一
定
ク
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
、
国
股
宮
ナ

ラ
ズ
、
兵
強
盛
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
欲
ス
ル
モ
、
世
－
－
得
ベ
ケ
ン
ヤ

e

R
M

緯
寧
（
和
平
安
寧
）
協
裁
ノ
端
ハ
－
ナ
ラ
ズ
・
而
シ
テ
教
育
協
同
ノ
尤
モ
功
多
ク
シ
テ

失
無
キ
エ
若
ク
ハ
真
シ
。
何
ヲ
カ
コ
レ
ヲ
教
育
ノ
協
同
ト
緩
ク
。
彼
我
ノ
師
友
ヲ
以
ツ
テ

彼
我
ノ
子
弟
ヲ
育
ツ
ル
コ
ト
是
レ
ノ
ミ
コ
今
失
レ
榔
，

r

ヂ
軍
国
ノ
攻
ニ
通
ジ
、
緩
急
相
援

打
、
内
外
相
応
ズ
ル
、
コ
レ
ヲ
政
治
ノ
協
同
ト
飼
え
カ
ヲ
窓
会
エ
合
ヲ
セ
、
有
無

怒
遷
（
交
易
に
っ
と
む
）
シ
、
短
長
資
格
（
助
砂
捕
る
）
ス
ル
、
コ
レ
ヲ
商
工
ノ
協
同
ト

謂
ク
。
此
ノ
ニ
者
ハ
並
ピ
ニ
協
同
ノ
重
且
ツ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ

p
e
其
ノ
邦
交
ヲ
金
ク
シ
隣

詰
ヲ
教
ク
い
い
ル
ノ
功
ハ
深
ク
且
ツ
遺
シ
。
中
日
ノ
一
日
モ
山
町
四
一
怠
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
、
園

ヨ
p

論
ヲ
庸
ウ
ル
無
キ
ナp
・
然
p

ト
錐
モ
、
軍
国
ノ
利
害
、
商
工
ノ
得
失
ハ
、
必
ズ
シ

4 
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モ
彼
我
撰
（
撰
択
）
ヲ
同
ジ
ク
セ
ズ
、
時

2
或
イ
ハ
格
賂
其
ノ
関
－
一
行
ワ
レ
、
以
ツ
テ
人

ヲ
シ
テ
踊
靴
掻
淳
ノ
歎
ヲ
有
ラ
シ
ム
＠
協
同
ノ
義
ヲ
有
ス
ル
者
ト
錘
モ
、
往
々
エ
シ
テ
免

カ
レ
ズ
・
教
育
ノ
協
同
ニ
至P
テ
ハ
則
チ
然
ラ
ズ
・
其
ノ
期
ス
ル
所
ハ
倦
ダ
智
徳
ノ
発
逮

ノ
ミ
、
其
ノ
事
ト
ス
ル
所
ハ
倦
ダ
子
弟
ノ
教
養
ノ
ミ
。
其
ノ
進
ム
ヤ
礼
ヲ
以
ツ
テ
シ
、
其

ノ
合
ス
ル
叶
畿
ヲ
以
ツ
テ
シ
、
曽
ツ
テ
利
害
得
失
ノ
コ
レ
ガ
択
融
和
｛
小
さ
き
障
り
）
ト
為

ル
無
シ
。
復
タ
何
ン
ゾ
夫
レ
権
術
線
路
ヲ
用
イ
ン
＠
且
ツ
失
レ
情
ハ
父
子
ヨ
ヲ
モ
密
ナ
ル

ハ
莫
夕
、
骨
組
戸
際
弟
ヨ
P

モ
厚
キ
ハ
英
シ
。
節
ノ
侶
道
ス
ル
所
戸
、
乃
チ
揚
子
ノ
鰻
腐
ス

ル
ト
コ
ロ
、
子
ノ
震
敬
ス
ル
所
ハ
、
乃
チ
父
ノ
貌
信
ス
ル
所
ナ
ル
ハ
、
英
ノ
情
盤
ノ
然
ラ

シ
ム
ル
十
・9
．
今
前
例
国
ノ
先
進
、
中
胃
腸
協
ノ
大
義
－
－

r
pテ
両
国
土
民
ノ
子
弟
ヲ
養
ワ

パ
、
却
チ
中
日
韓
協
ノ
大
義
ハ
、
独

H
Y学
生
ノ
持
検
ト
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
将
ニ
両
国
土

民
ノ
公
鵠
ト
為
ル
ベ
ク
・
掌
教
ノ
先
輩
、
得
業
ノ
上
士
ハ
独

H
J学
生
ノ
愛
敬
ス
ル
所
ト
ナ

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
将
ニ
両
国
土
民
ノ
親
信
ス
ル
所
ト
為
ル
ナ
ラ
ン
。
緯
寧
協
議
ノ
根
基

ハ
、
建
エ
此
レ
ヨ
ロ
モ
医
キ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
＠

6

遼
ク
上
世
間
一
週
F

テ
彼
我
邦
交
ノ
源
委
｛
本
来
）
ヲ
隣
ヌ
レ
パ
、
富
ヨ

p
以
ツ
テ
唐

宋
ニ
及
プ
・
後
ハ
常
－
－
我
ノ
師
表
タ
目
、
彼
ノ
典
章
文
物
ハ
常
エ
疲
ノ
模
範
タ

p
、
礼
楽

刑
政
教
化
ノ
兵
ヲ
リ
、
以
ツ
テ
医
卜
暦
最
技
芸
百
工
ノ
事
－
一
室

p
、
後
三
学
ピ
テ
我
－
一
資

セ
シ
モ
ノ
ハ
、
数
ウ
ル
－
一
勝
ウ
ペ
カ
ラ
ズ
。
税
近
（
近
時
）
国
家
欧
米
日
新
ノ
学
術
ヲ
採

リ
テ
、
其
ノ
精
筆
ヲ
鹿
嶋
シ
、
政
綱
ヲ
張
p

、
国
カ
ヲ
鍍
イ
‘
人
文
ヲ
興
シ
、
民
智
ヲ
養

ィ
、
コ
レ
ヲ
行
ウ
コ
ト
三
十
年
。
国
勢
ノ
盛
ン
ナ
ル
、
文
運
ノ
齢
キ
コ
ト
、
将
エ
英
露
．
独

仏
三
駕
シ
テ
其
ノ
右
一
面
デ
ン
ト
ス
．
時
空
事
テ
機
宜
ヲ
制
シ
、
腐
ヲ
判
官
テ
テ
新
ヲ

号
、
名
ヲ
去
り
フ
竺
麓
ク
ノ
数
ス
所
ト

E
ウ
ト
蜂
モ
、
而
モ
奈
ノ
礼
文
｛
制
度
・

文
物
）
峨
千
百
年
審
（
普
及
）
華
（
定
普
）
シ
、
コ
レ
ガ
根
底
ヲ
為
ス
有
土
手

レ
パ
、
湾
ク
ン
ゾ
一
躍
シ
テ
宇
内
雄
邦
ノ
列
目
一
進
ム
ヲ
得
ン
ヤ
。
中
国
ノ
徳
ノ
我
エ
オ
ケ

ル
ヤ
大
ナp

、
我
ノ
中
国
ニ
負
ク
所
ノ
モ
ノ
ハ
重
シ
。
察
、
彼
我
ノ
閉
そ
唇
歯
ノ

形
、
虞
銃
ノ
鯵
無
ク
ト
モ
、
我
ハ
国
ヨ
p

部
－
一
徳
エ
報
イ
思
－
一
酬
ユ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ヲ
務

ム
ベ
キ
ナ
目
。
比
年
｛
近
年
）
中
国
ハ
船
如
実
斡
ザ
ズ
（
夫
の
同
情
な
く
）
、
内
外
難
多
ク
、



げ
す
＝

国
歩
日
－
一
緩
シ
ミ
、
上
下
函
頓
（
疲
れ
倒
る
）
、
朝
野
銃
取
（
不
安
定
な
貌
）
、
市
モ
利
用

厚
生
ノ
術
ハ
宋
ダ
鰐
ゼ
ズ
、
富
国
強
兵
ノ
計
戸
来
ダ
立
タ
ズ
、
殆
ド
所
筒
危
急
存
亡
ノ
秋

ナ
リ
。
夫
レ
人
、
先
部
ノ
思
徳
ヲ
荷
イ
テ
遺
孤
ノ
危
亡
ヲ
救
ワ
ザ
ル
ハ
、
至
不
仁
者
ト
難

モ
忍
ピ
ズ
。
況
ン
ヤ
称
シ
テ
東
海
ノ
君
子
園
ト
為
ス
者
ヲ
ャ
。

7

本
会
泉
学
ノ
要
旨
ハ
大
慨
此
ク
ノ
如
シ
。
而
シ
テ
東
車
両
文
書
院
ヲ
設
ク
ル
戸
、
実
ニ

以
ツ
テ
教
育
協
同
ノ
鳴
矢
ト
十
ス
。
上
海
ヲ
択
ピ
シ
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
、
業
ノ
地
天
下
ノ
上

滋
ヲ
占
メ
、
中
国
ノ
咽
喉
一
一
拠
リ
、
四
遺
ノ
街
、
百
貨
ノ
会
、
立
ツ
田
中
往
来
ノ
枢
区
タ

ル
ヲ
以
ツ
テ
ナ
リ
。

立
教
の
綱
領

－
態
教
ヲ
経
ト
事

γ
、
聖
経
賢
伝
エ
拠
リ
テ
コ
レ
ヲ
簸
シ
、
智
育
ヲ
緯
ト
為
シ
、
特
ニ
中

国
学
生
ニ
授
ク
ル
ニ
ハ
日
本
ノ
言
諮
問
文
章
、
泰
西
ノ
吉
科
実
用
ノ
学
ヲ
以
ツ
テ
シ
、
日
本

学
生
エ
ハ
中
英
ノ
一
言
語
文
章
及
ど
中
外
ノ
制
度
律
令
、
商
工
務
ノ
要
ヲ
以
ツ
テ
ス
。
朔
ス

ル
所
ハ
、
各
自
ニ
通
達
強
立
シ
、
国
家
有
用
ノ
士
、
当
世
必
需
ノ
才
ト
成
ル
一
一
在
リ
。

国
家
有
用
ノ
土
ぺ
至
誠
報
国
ノ
大
義
ヲ
明
ラ
カ
ユ
シ
、
利
用
厚
生
ノ
実
務
－
一
通

。
ま
ぴ

ズ
ル
ヲ
要
ス
。
当
世
必
需
ノ
才
戸
、
四
海
万
邦
ノ
形
勢
ヲ
審
ラ
カ
ニ
シ
、
救
世
済
時
ノ
術

そ
ら
ん

策
ヲ
詩
。
ス
ル
ヲ
要
ス
。
二
者
戸
一
ニ
シ
テ
ニ
ナ
ラ
ズ
、
ニ
ニ
シ
テ
一
ナ
ラ
ズ
。
是
レ
本
書

院
ガ
徳
教
ヲ
経
ト
為
シ
、
智
育
ヲ
緯
ト
為
シ
、
以
ツ
テ
立
教
ノ
網
目
ヲ
組
織
ス
ル
所
以
ナ

内4
4

リ
。
蓋
シ
六
経
由
子
ハ
、
古
先
ノ
聖
賢
ガ
身
ヲ
修
メ
、
家
ヲ
斉
ェ
、
天
下
ヲ
平
カ
ニ
ス
ル

－
h
れ
も
と

所
以
ノ
法
ナ
り
’
。
伝
ニ
謂
ウ
所
ノ
「
諾
ヲ
身
エ
本
ヅ
ケ
、
諸
ヲ
庶
民
ニ
徴
シ
、
吉
世
以
ツ

テ
聖
人
ヲ
侠
ツ
テ
惑
ワ
ザ
ル
」
者
ハ
、
実
ニ
比
ニ
存
ス
ル
ナ
リ
。
徳
教
ノ
・
本
、
道
学
ノ
‘
源

戸
、
得
手
・
加
ワ
ル
莫
シ
。
然
ル
ニ
、
西
学
ノ
我
邦
－
一
入
リ
テ
ヨ
リ
、
学
者
佐
々
ニ
シ
テ
コ

レ
ヲ
高
閣
ニ
事
吾
ナ
復
タ
鱗
ゼ
ズ
、
百
臓
ノ
土
深
ク
以
ツ
テ
憾
ミ
ト
為
ス
。
故
ニ
本
番
院

-
AF 

ハ
、
首
ズ
経
学
ノ
科
ヲ
設
ケ
テ
、
先
聖
先
儒
ノ
大
道
ヲ
講
明
シ
、
以
ツ
テ
窮
理
、
正
心
、

修
己
、
治
人
ノ
本
ト
為
ス
e

2 

3 

中
国
ニ
要
ス
ル
所
ハ
文
明
ノ
利
器
ヨ
リ
切
ナ
ル
ハ
莫
ク
、
中
国
人
ニ
時
間
グ
ル
所
ハ
車
中
西

ノ
科
学
s
p

甚
、
ン
キ
ハ
其
シ
。
失
レ
唯
ダ
泰
西
ノ
科
学
ニ
関
ク
ル
有
リ
、
是
レ
ヲ
以
ツ
テ

文
明
ノ
利
器
鍛
ワ
ラ
ズ
。
夫
レ
唯
ダ
文
明
ノ
利
器
ノ
備
ワ
ラ
ズ
、
是
レ
ヲ
以
ツ
テ
富
国
強

兵
ノ
事
緒
エ
就
カ
ズ
、
乃
チ
知
ル
、
泰
西
科
学
ノ
攻
修
ぺ
中
国
学
生
ガ
尤
モ
宜
シ
ク
心
カ

ヲ
致
ス
ベ
キ
所
ノ
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
。
退
イ
テ
コ
レ
ヲ
息
ウ
ニ
、
泰
西
列
国
ノ
其
ノ
科
学
－
一

し
ド
ゅ
・
s
u

於
ケ
ル
ヤ
、
各
短
長
精
粗
有
リ
。
有
ク
モ
其
ノ
長
一
一
就
キ
テ
其
ノ
精
ヲ
取
ラ
シ
ト
欲
ス
レ

e
n
M
晶
、

パ
、
申
立
シ
ク
先
ズ
各
国
ノ
言
語
文
辞
ヲ
務
ル
ベ
キ
モ
、
是
レ
蛍
ニ
期
月
ノ
間
一
一
勉
強
シ
テ

得
ペ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ヤ
、
我
邦
ノ
西
尚
子
ヲ
修
ム
ル
コ
ト
三
四
十
年
ナ
リ
。
始
メ
ハ
コ
レ
ヲ

蘭
ニ
取
リ
、
其
ノ
次
ハ
コ
レ
ヲ
英
ト
米
ニ
敗
目
、
又
其
ノ
次
ハ
仏
ト
独
ト
伊
エ
取
レ
リ
。

わ
す

然
レ
ド
モ
、
彼
ニ
尊
ラ
ナ
ル
者
ハ
必
ラ
ス
此
レ
ニ
遺
レ
、
一
ニ
精
ナ
ル
者
ハ
必
ズ
ニ
ニ
糧

か
危

ナ
リ
。
配
時
平
（
く
い
ち
が
う
と
と
｝
ト
シ
テ
其
レ
難
キ
裁
。
今
ハ
刻
チ
学
者
概
ネ
列
国

み

ノ
言
文
ヲ
箆
ン
ジ
、
其
ノ
人
ニ
穂
キ
、
其
ノ
書
エ
観
、
其
ノ
長
ズ
ル
モ
ノ
ニ
就
キ
テ
コ
レ

a
a

勺

ヲ
究
メ
、
英
ノ
精
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
棚
田
キ
テ
コ
レ
ヲ
奉
メ
、
コ
レ
ヲ
文
ニ
重
レ
、
以
ツ
テ
後
進

ち
か

ノ
階
繰
ト
為
シ
、
我
邦
ノ
科
学
ハ
大
成
ス
ル
ニ
幾
カ
ラ
ン
カ
。

夫
レ
中
国
ト
我
ト
ハ
、
幸
ニ
同
文
ノ
恵
有
目
。
中
国
人
y

我
ガ
言
辞
ヲ
学
ブ
、
泰
西
ノ

く
ら

言
辞
ト
船
レ
ガ
難
夕
、
執
レ
ガ
易
キ
カ
ハ
、
較
ベ
ズ
シ
テ
明
ラ
カ
ナ
リ
。
今
中
国
学
生
ニ

授
ク
ル
ニ
我
ガ
言
語
文
章
ヲ
以
ツ
テ
シ
、
我
ガ
人
ヲ
師
ト
シ
、
我
ガ
書
ニ
由
ロ
テ
以
ツ
テ

日
用
学
科
ヲ
学
プ
ヨ
ト
ヲ
得
シ
ム
レ
パ
、
則
チ
列
国
ノ
昔
一
一
文
戸
学
ブ
ヲ
待
タ
ズ
、
列
国
ノ

長
短
ハ
較
プ
ル
ヲ
待
タ
ズ5
テ
、
泰
西
科
学
ノ
精
華
ハ
、
其
レ
コ
レ
ヲ
掌
ニ
指
ス
ガ
如
キ

ヵ
。
旦
ツ
中
日
ノ
韓
協
ハ
中
富
ノ
福
十
リ
。
日
本
ノ
文
事
武
備
戸
中
国
ノ
模
範
十
リ
。
中

国
ノ
我
ニ
資
P

テ
彼
ニ
械
ウ
モ
ノ
円
極
メ
テ
大
ナ
リ
。
中
・
国
人
ノ
彼
ニ
得
ズ
シ
テ
我
－
一
待

ツ
有
ル
モ
ノ
ハ
極
メ
テ
多
シ
。
観
光
ノ
行
、
負
笈
ノ
遊
（
哲
学
）
ハ
将
ニ
年
ト
共
ニ
益
々

進
マ
ン
ト
ス
。
凡
ソ
中
国
人
ノ
我
ガ
言
語
文
辞
ヲ
須
要
（
必
要
）
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
、
指

ヲ
屈
ス
ル
ニ
勝
エ
ズ
。
本
書
院
ガ
日
本
ノ
言
文
ヲ
以
ツ
テ
実
用
百
科
ノ
上
エ
加
ウ
ル
ハ
、

此
ノ
故
ヲ
以
ツ
チ
ナ
リ
。

日
本
学
生
円
、
概
ネ
コ
レ
ヲ
中
学
既
成
ノ
後
－
一
取
ル
。
故
エ
此
ノ
護
一
一
関
如
ス
ル
所

4 5 
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ハ
、
泰
西
ノ
科
学
ニ
在
ラ
ズ
シ
テ
中
島
ノ
時
務
ニ
在
リ
。
欧
米
ノ
典
章
文
物
ニ
在
ラ
ズ
シ

テ
、
中
国
ノ
情
形
民
物
ノ
動
静
ニ
在
リ
。
蔵
ミ
ル
そ
両
国
土
民
ノ
相
阻
隔
ス
ル
ヤ
久
シ

キ
ナ
リ
。
彼
我
相
視
ル
コ
ト
殆
ド
秦
越
（
棄
と
越
、
距
た
る
こ
と
逮
き
た
と
え
）
舵
威

す
守

（
肥
え
た
る
と
や
せ
た
る
）
ノ
如
シ
。
今
ヤ
、
東
亜
時
局
ノ
危
急
ハ
巴
エ
彼
ノ
知
夕
、
中

日
輯
協
ノ
緊
要
ハ
己
エ
彼
ノ
知
シ
。
先
覚
先
菱
ノ
志
士
ガ
唇
歯
輔
車
グ
誼
忌
依

p

、
曲
突

徒
薪
（
災
禍
を
未
然
に
紡
ぐ
）
ノ
説
ヲ
侶
（
唱
）
ウ
ル
コ
ト
文
己
ニ
彼
ノ
如
シ
。
而
シ

テ
両
国
ノ
輿
論
来
ダ
定
マ
ラ
ズ
、
衆
心
来
ダ
響
メ
ズ
、
姑
息
ノ
眠
、
倫
安
ノ
夢
ハ
宋
ダ
覚

メ
ザ
ル
ナ
リ
。
然
ル
所
以
ノ
者
戸
何
ゾ
ヤ
、
他
無
シ
。
中
日
ノ
情
ヲ
審
ラ
カ
ニ
シ
東
軍
ノ
形

あ
s
a

働
問
ニ
通
ズ
ル
者
、
事
々
平
ト
シ
テ
宋
ダ
府
県
ニ
適
カ
ザ
ル
是
レ
ノ
ミ
。
故
－
一
、
本
書
院
ノ

か
た
主

学
生
ヲ
徴
兵
ル
ヤ
、
博
ク
各
府
県
ニ
求
メ
テ
、
一
方
一
局
ニ
偏
ラ
ズ
、
且
ツ
各
府
県
エ
謀

リ
テ
公
費
ノ
留
学
生
ヲ
致
ス
ロ
其
ノ
学
業
ノ
成
就
ヲ
待
ツ
テ
、
コ
レ
ヲ
両
国
ノ
官
郷
ニ
散

夕
、
一
ニ
ハ
以
ツ
テ
経
国
利
民
ノ
業
ヲ
助
ケ
、
一
ニ
ハ
以
ツ
テ
善
隣
修
陸
ノ
道
ヲ
講
ズ
レ

ハ
＼
則
チ
両
国
ノ
形
勢
情
実
ハ
是
レ
一
一
由
ツ
テ
漸
ク
通
ジ
、
彼
我
輯
協
ノ
端
ハ
是
レ
エ
由

ツ
テ
漸
ク
開
キ
、
所
謂
政
治
、
商
工
ノ
協
同
モ
亦
タ
是
レ
エ
由
ツ
テ
漸
ク
進
ミ
、
市
シ
テ

ち
か

中
国
富
強
ノ
基
礎
ハ
遂
ニ
其
ノ
緒
ニ
就
ク
－
一
庶
幾
カ
ラ
ン
。
然
ラ
パ
・
則
チ
、
本
書
院
ノ
学

生
タ
ル
者
ハ
、
宣
シ
ク
中
日
輯
協
ノ
媒
介
ト
為
リJ
、
中
国
富
強
ノ
鼓
吹
（
推
進
者
）
ト
為

リ
、
東
亜
経
論
ノ
木
鐸
（
指
導
者
）
ト
為
ル
ベ
キ
者
ナ
リ
。
故
ニ
本
書
院
ハ
、
特
ニ
此
ノ

輩
エ
線
ス
ル
ニ
中
国
ノ
言
語
文
章
、
制
度
律
令
、
商
工
務
ノ
要
ヲ
以
ツ
テ
シ
、
以
ツ
テ
其

ノ
中
国
ノ
情
形
、
当
世
ノ
要
務
ニ
精
通
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。
若
シ
夫
レ
泰
西
ノ
理
財
、
工

芸
、
邦
交
ノ
術
．
及
ピ
各
国
ノ
言
語
文
辞
ノ
学
ニ
シ
テ
、
凡
ソ
東
亜
ノ
時
局
ニ
益
有
ル
モ
ノ

ハ
当
エ
博
求
精
択
シ
テ
コ
レ
ヲ
授
ケ
、
以
ツ
テ
其
ノ
逮
パ
ザ
ル
ヲ
補
ウ
ペ
シ
。

6

本
書
院
立
教
ノ
綱
領
ハ
実
エ
此
ク
ノ
如
シ
。
切
エ
望
ム
。
学
プ
者
ハ
是
レ
ニ
由
リ
テ
至

b
－
e
官

誠
報
国
ノ
大
義
ヲ
鱗
エ
、
利
用
厚
生
ノ
実
務
ヲ
織
リ
、
四
海
万
邦
ノ
形
勢
エ
通
ジ
、
救
世

済
時
ノ
術
策
ヲ
暁
リ
、
以
山
ン
テ
国
家
有
用
ノ
材
、
当
世
必
需
ノ
才
ト
成
ラ
ン
コ
ト
ヲ
。
量

エ
総
（
美
）
カ
ラ
ズ
哉
。
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ω

唇
歯
・
虞
織
は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
た
と
え
。
『
左
伝
』
に
「
諺
一
郎
絹
繍

車
相
依
磨
亡
歯
寒
者
其
虞
謙
之
謂
也
（
諺
に
い
わ
ゆ
る
輸
事
相
依
る
、
唇
亡
び
て
歯

寒
し
と
は
、
そ
れ
虞
と
織
と
を
こ
れ
謂
う
な
り
ご
と
あ
る
。
虞
・
織
は
共
に
春
秋

時
代
の
国
名
。
『
左
伝
』
に
「
普
仮
道
於
虞
以
伐
続
（
晋
、
道
を
虞
に
仮
り
、
以
っ

て
続
を
伐
つ
ご
と
あ
る
。

ω

照
照
穣
穣
は
、
衆
人
が
往
来
す
る
貌
。
照
々
は
な
ご
や
か
に
喜
び
あ
う
さ
ま
、

穣
穂
は
入
p

乱
れ
る
さ
ま
。
『
史
記
』
の
貨
殖
伝
に
「
天
下
照
照
皆
為
利
来
、
天
下

穣
穣
皆
為
利
往
（
天
下
黒
々
と
し
て
皆
な
利
の
為
め
に
来
た
り
、
天
下
穣
穣
と
し
て

皆
な
利
の
為
め
に
往
く
ご
と
あ
る
。

ω

千
鈎
・
銑
両
の
釣
・
銑
は
共
に
重
量
の
単
位
、
一
釣
は
一
一
一
十
斤
、
一
銭
は
一
両
の

二
十
四
分
の
一
。
「
千
釣
之
重
」
は
非
常
に
重
い
こ
と
、
「
銑
両
」
は
少
し
の
目
方
の

注
－r
』
L
’
』
。

ω

六
経
は
『
易
経
』
『
詩
経
』
『
番
経
』
『
春
秋
』
『
礼
記
』
及
び
『
楽
記
』
ま
た
は

『
周
礼
』
の
文
経
番
。
因
子
は
「
四
子
容
」
す
な
わ
ち
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
論
語
』

『
孟
子
』
の
図
書
を
い
う
。

川w
曲
突
後
薪
は
、
火
災
を
予
防
す
る
た
め
、
か
ま
ど
の
煙
突
を
曲
げ
て
外
に
向
け
引

火
し
な
い
よ
う
に
薪
を
か
ま
ど
の
そ
ば
か
ら
他
に
移
す
こ
と
。

『
東
亜
伺
文
書
院
大
学
史
』
よ
り



第E部研究

はじめに

200 7 年（平成 19) 11 月、オープン・リサーチ・

センター整備事業の一部として、大学記念館玄関

壁面に東亜同文書院『興学要旨』、 f立教綱領J （以

下『要旨j、『綱領』と略す）が掲げられました。

そこで、これを機にあらためて全文を見てみたい

と思います。

f要旨j と『綱領j 作成のいきさつ

1899 年（明治 32) 10 月、東亜同文会会長近衛

篤麿は欧米各国歴訪の婦途、南京に両江総督劉坤

ーを訪問し、東亜同文会の主旨を説明すると共に

南京に設置する学校の計画を述べ、劉の賛同を得

るに至りました。

この学校は南京同文書院といい、翌年の 1900

年（明治 33) 1 月に開設され、 5 月に入り僅か十

数名の学生を収容して開校されました。ほほ閉じ

頃、院長予定者であった佐藤正東亜同文会幹事長

の辞任に伴い近衛会長の要請を受けて急逮、院長

に就任した根津ーは、近衛会長の意を体して代理

として劉総督と会談し、「創立南京同文書院要領

興事要旨、立教綱領」を提出すると共に、東亜

同文会では将来、上海に大規模な学校を設けて南

京同文書院を併合する計画のあるとを説明し、劉

の共感と同意を得たのです。

こうして南京同文書院は開学されたものの、折

名称 出処

からの義和田事件による影響を蒙り、同年 8 月、

上海に移転せざるを得なくなり、結局は 1901 年

（明治 34) 5 月に開学された東亜同文書院に合併

されることになります。

「要旨j と『綱領j の作者

さて、『山洲根津先生博J （昭和 5 年東亜同文書

院橿友同窓会編）によれば、

「…劉坤ーに会見す。先生、氏に向い諌ねて作成

し置ける東亜同文書院の綱領を示したるに…j と

あります。作者について触れる資料で時期的に言

えば、最も早いものです。ここで言う綱領は、南

京同文書院の綱領であるとも理解されますが、い

ずれにしても次項以下で示すように、共に根津の

作成したものと見なしてよいようです。

なお『近衛篤麿日記第 2 巻j 所載の明治 32 年

12 月 2 日の項に、佐藤正幹事長の「南京同文事

堂設立意見書J （明治 30 年 11 月）が記載されて

おります。内容は、第一興立の主旨、第二教授

の絹領並B的、第三名称、第四学科、第五細則、

別表第一部本科学課及其程度配当表となってお

ります。この中で、第一興立の主旨と第二教授

の綱領並目的は、いくつかの点で f要旨j、『綱領』

に関連させて論じることができそうです。

<1 > r要旨j と f綱領j の一覧表

i 全称は、「創立南京同文書院要領」（①のみ）、

または、「創立東亜同文書院要領J ((~() 

番号・略稲： 発行年月

① 創立南京同文書院要領 『東亜同文台報告j 第 18 困 ①報告 明治 34 年 5 月 1 日

② 創立東亜同文書院要領 不明（ 1 枚刷） ② 1 枚物 不明（記載なし）

③ 創立東盛岡文書院要領 f東盛岡文曾沿革史j ③沿1fi史 明治 41 年

④ 創立東亜同文書院要領 f東亜同文書院一覧j ④一覧 大正 8 年 1 月

⑤ 輿撃要旨立教綱領 f東亜同文書院紀要j ⑤紀要 大正 12 年 12 月

⑥ 興祭の要旨立教綱領 f東亜同文書院創立 30 周年j ⑥ 30 周年 昭和 5 年 1 月

⑦ 興事の要旨立教の綱領 f山洲根津先生侍j ①根津先生伝 昭和 5 年

@ 興事の姿旨立教綱領 f東亜同文書院創立 40周年j ⑥ 40 周年 昭和 15 年 6 月

⑨ 興事ノ要旨立教綱領 『撃生生徒便覧」 ＠便覧 昭和 17 年 9 月

⑩ 東亜同文書院興祭要旨立教綱領 f東亜同文書院大星第史』（小型本） ⑩大学史（小型） 昭和 30 年 7 月

⑪ 興事の要旨立教の綱領 『東亜同文書院大拳史j ⑪大学史 昭和 57 年 5 月

⑫ 興事要旨立教綱領 愛知大学東亜同文書院大学記念センター ⑫記念センター 平成 19 年 11 月
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を冠している。⑤以降は全て欠いています。

ii 現在確認できたものは 12 種。うち①は南

京同文書院用のもの。他は東E同文書院用の

ものです。

iii ⑨と⑪は漢文の読み下し。他はすべて漢文

(2）『要旨J と f綱領j 中の字句異同

12 種類の各文に於ける字句の異同を示し

ました。

ii f要旨j の部と f網領j の部に分けて示し

『興事要旨J の部
①報告 ② l 怯物 ④一覧 ⑤紀聾 ⑤3日刷年 ①恨惇先生｛云

宵 Hi高之毘才 政目立英才 政中日之甚才

摘岡 中田

Ui4 H 立 中日

日本M鮮 日本

両t量百：民 支部官民 巾困官民

世’F内之雄回 盤宇内之雄図

岡市 開市 岡市

tr,盟。＃観 議提芹鵠 盟書館

照照！＆Ill E照偲f哩

来性 来往

対姫 封掴

列強

去干鈎之 I ck平均之 畳平均Z 置干鈎之

官今之時 畳分之時 ナン ナン ナシ

清之割出

列強之白面 列強之均衡

I青凶分崩 支部分出 I ，，，回分崩

摘 •I’困

111 抽出火 世q，自負，人

Jt強\II ），；間協 主先輩Ill大相日出

1·11量 flil! 自彊

描 中国

t市岡 •I•姐

日清 中日

t,>;:1 百世 百U

!I!高高t 民 r. 悦苦手

lo制強兵 富岡~兵 富凶強l< 富国強兵

同男串校者 出坐佼E

ti 目立，；：

II, 官商

布、強盛 ィ、彊盛 不強盛 ィ、強盛 不強盛

隔靴掻ii之忽 隔靴掻樟之位 間靴II咋之鴎 隔靴l!f事之歎

東亜同文書院 f興学要旨l f立教綱領j を読む

です。読み下しは、と。を用い、漢文は。の

みを用いて句切りを示しています。

iv 表中の“名称”は、各々の出処にある表記

のままです。

V 発表の時期の古い順から並べてました。

ました。

ll1 字句の順序は本文内に出る／IIJ[によります。

iv タイトルは数字と略称で示しました。

様車内町ーは左に同じを車す

⑤ 10 同年 ( 1Ul: ⑪J大学史（小型） ⑪大学史 ⑫配企センター

中日ノ英才ヲ量フ 教中日之英才 中日ノ英才ヲ教エ 政中日之英才

•t•l!l •t・回

中国官民 中国官民

宇内之鑑困ヲ箆ン 尽字内之雄悶
宇内ノ雄図ヲ尽セ

ルニ
箆宇内之雄図

開市 閣，？， 同市 関市

民望存続

照照摘健 照Iii\撰捜

来往 来It

組封 封直

列強 列彊

置ン千鈎ノ 置千釣之 直ン干鈎ノ 畳T鈎之

ナシ ナシ ナシ ナy ナン

割舗ノ費 銅踊之世 倒閣ノ央 割邸之失

列強ノ均衡 列強之均衡 列強ノ均衡 列強之均衡

•I•圏分崩 中国分踊 中四分Ill

中田 中国 中困

f芭ダ中掴ヲ大 世中凶ll，人 f世レ中国ハ主； 惟中困諸大

若シ去レ量ト大ト掴句協 若貴量県大柏田出 草ン去レ量ト大ト栢昌也 苦士剥同大幅園出

自認 白彊

中国 中回

中国 •I•固

官強 百日

桜ヲヤ !!!ll干 悦ヲヤ 航者乎

富国強兵 富岡租兵

河ンテ母校ナル苦 而学校者 而シテ宇佼ハ 而畢校者

!Ii背文字 16娯文字 詩学文字 !Q.t文字

不強盛 4、量盛

同靴掻部之娘 隔靴f量作ノ駄 踊靴指揮之頃 隔砥掻11'ノ駄 隔限措保之呪
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位性 往往

租邸 路構

而依聾 而聾 聾ウ 而聾 養ワパ 扇提

子部乎 子勉

疎唾 原書 採聾

敦化之且 般ltZ興 教化之島 技it之興 肱化ノ島a•1 教化之興 純化ノ民ヲリ ftit之興

堕ト暦敵 臨ト陪叡 回ト底舷 l!H陪敵 B ト医院 匡ト匪敵 匡ト暦監 贋ト盾盤

欧曳 欧捜 欧米 敏英

英償健法 英実健法 英露掠仏 提築館法

主.811組文 友持組丈 正路ノ誼宜 左緒礼文 友邦のtL；宜 ま緒磁文

克服 中関 中関 ＂＇調

楠岡 中阻 中関 中園

富岡強兵 富岡鍾兵 宮崎臨晶 富阻強兵 富田彊具 富図強兵 富闘強兵

此柑 指 始 始 始 殆ンド 殆 殆ンド 揃

『立教綱領j の部
①締官 @I 枚物 ③沿革世 ＠ー箆 告潟要 @30属年 ①倶i寧先生伝 ＠咽周年 ⑤便覧 ⑩大学史｛小型｝ ⑪大学史 ⑫包企センター

清撃生 •I・8畢生 中国学生 中岡畢生

清英 中高

壷息儒阻 聖路線路 圭践報凶 童館線固

定存乎此皇 ff存乎此皇 主存乎此長 官存手此揖 賞ニ此ニ寄ス突 主宰乎此突 翼手此ニ脊スルナ’』 官事乎此突

往往 往往

清岡 >l'i!I 中国 中園

所開 所開 所鴎 同クル所 所闘 岡タル所J、 所周

情人 躍人 中国人 事人

布嗣 膏悶 有鴎 同クル有’J 岡タル有・J 有岡

不偏 平謝 不偏 個ハラズ 偏ワラズ 不錨

司、情 平海 不備 宙ハラパ 偏ワラズ 不備

情II!生 中岡拳生 申国学生 中国製生

宜尤 尤宜 尤モ宜シタ 尤宜 主モ宜シタ 主宜

其Bき符号店 歪除特畢 其於科修 其ノ軒撃ニ酔，.... 'I' 其併科学 民ノ科学ユ酔タルヤ 其齢特筆

続l~民 脆至畢 抵耳鼻 段差量 其ノ昆ニ脱イテハ 民其毘 其） Jlζ批キテ 事t耳畏

其欄 韮綿 其綿 至輔 時ノ舗ヲ 其m 其ノ鞠ヲ 其欄

各回之官I！宜
各回之官邸僻宜 各闘之宮箇宜齢 岳民之晶匝辞宜 魯回之宵鑓飾文 各自立兵1111宜 各困ノ宮路齢宜 ＆図之宮H辞宜 各国ノ宮路宜露 各四之宮踊僻宜

商事

晶後可 世足可 晶開何 車レ鐙ニ 是盤可 量レ鎧ニ 量盟可

其：欠 歪次 ~:;: 主主 )t ））：，、 其次 其ノ車ハ 其次

英拠提 聾島業トハ 英与聾 某争末争ニ 英興央

1其次 瓦致止 X其;I( Z重次 瓦茶ノ次，、 Xlt次 Xltノ次ハ Jtl~): 

於法於II!於伊 於健鈴伊 齢詮民健於伊 於健悟i, 法ニ億二伊ユ 酔億与伊 仏ト強ト伊エ 鈴接続穆舵伊

其人 耳ノ人ユ 其人 其ノ入.：； 其人

其書 童書 其宮 童書 民ノ書ヲ n書 其ノ書ニ 其由

民ltff者 舵圭民者 f.t其畏者 民室長者 其j 11,;a,者二且キテ 舵其畏者 其111，；ル者二且キテ 統其亘書

主清之 主革之 去レ華ト 去事之 尭レ中国ト 先輩之

清人 革人 申国人 軍人

摘皐生 中目撃生 中国学生 中国学生 中田事生

tll固之自主 列闘之B 列困之自主 列闘ノ宮宜ヲ 列国之宮文 列国ノ宮宜ヲ 列闘之宮文

日清 中E
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摘困

1向人

摘人

事日用百科乎

以此也

動僻 風向

相阻踊也九換
志不相通亦久

実

危急巴如彼 危巳如偉

日f晴

要緊巳卸値 聾巳鈎彼

唇歯絹車之緯 事S錨JI!之股

米智也 未健也

姑息之Ill 面白且姑息

鎗安之夢 値安之官

来健也 来改也

審日清志情僑 書目指之畑賀

東亜之魁勢者 通車彊之形勢者

於側臥

各州各邸

形努倒侃 情賓形，F

事功

舗通於靖国 通ill闘

富世之聾崎 明世世之製碕

織利問 知尉ljjff

蜜卑個師

(3）各文の特徴

①報告

中田

華人

曹人

以事日姻百軒

以此敏也 以此依世 臥此敏也

島静

縮図踊也？，.拠

危急巳如彼

中日

書緊巳釦彼 緊要巳釦彼

容a鑓車之ft 容歯帽車之敬 響曲絡事之義

最寄也

姑息之鼠

像安之夢

来ii嘩

事日繍之憎偶 審中日之情偶

車重之骨匝婚者

E号府隠

各府各臥

形骨情”

轟礎

摘通帳情闘 精通於中園

官世之曹碕

au世ff!

葦掠縄田

i 頭に創立南京同文書院要領の字を冠したタ

イトルとなっています。これは②以下に見ら

れぬ点で、最初のものーオリジナルーである

ことを示すものと考えます。

ii f要旨』中の最後に次の一段があります。

東亜同文書院『興学要旨j、『立教綱領』を読む

ー 中岡 中田

中国人 草人

申国人 事入

1177'0用面白，畢1>f 以学日用百軒 皿，tftl司寧輯，牢1H 以畢日周百軒

以此紘世 t’量，lhtす・3 以此飲也 此J畠ヲ阻，テテ・』 J;I.此故也

勘0 勉暢

相隠鍋スルヤ丸シ 相阻FIJI？，.実也 掴阻圃XA-ヤ~シキナ＇I 相阻嗣也丸央

危主主巳ユ盤ノ釦シ 危急巴鏑笹 亀島，、巳ニ瞳J削タ 危急巳佃依

ー

緊要巳ニ偉J釦シ 緊製巳釦彼 軍書，、巴ユ瞳J凪シ 緊要巳釦彼

唇曾繕車之敬 書簡樋車Jft 唇箇舗車之値 智歯帽車ノ値 唇由帽車之飽

牽ダnメザルナリ 最嘗也 未F聾メ1 来書也

錨息J眠 姑息之民 姑息ノ医 姑息之眠

倫安ノ夢 値安之夢 健安ノ夢，、 信安之夢

牽グi!メザルナリ 来覚也 来グft;Iザルナリ 未i!也

争目J情蝿．．，審”ι 事中日之情
中日ノ情ヲ審ラカ

書中日之情偶
ニシ

11!豆ノ形事事ヲ・・田者 通車彊之形勢者 Jl!!Vl8’静＝過ヅ 車延之形勢者
ル者

ー 噂鼠ユ 民府県 府属品 於府郎

＆府各県 各府県 暑府各＂

魁野情実 協勢情実 影努情惜

中園JZ捕直セン 繍過鈴中国 中国；... .：：；繍遍セン 摘通B守中園

曾世ノ聾窃 官世之要趨 世世ノ要碕 世世之要碕

制Jff···lll ’J 組利用 利用・・ヲ陣リ 蝕利用

童館織田 至緯線図 重健姐園

漢臣民J、「各州各牒」、「壷忠報園」など。

b ！日字体の使用。

「往往J、「宴J など。

C 「清」、「清圏J、「清皐生」、「日清」など、「清」

を統一用語として 25例みられる。他は「支那」

が 2 例、「満漢」が 1 例。

即ち、「本曾興事之要旨。大概如比。而南京

同文書院之設。特以鶏教育協同之横矢薦。所

以揮南京者。以其地掠中原之植直。震四達之

衝舟車之曾也。J

② l 枚物

③にも上海について述べる一段がついていま

すが、この他の各文には全て欠落しています。

出字句上の特徴

a 20 世紀初頭の時代を反映した言葉の使用。

「情J、 n青園J、 f清国分崩」、「日本朝鮮j、「満

i 冠に創立東E同文書院要領とあります。南

京が東直に変えてあります。

日 I興学要旨j の最後段は無い。その他は①

と同じです。

出 字句上の特徴

1 点のみ修正しています。即ち、『綱領』中

の「宜先暁各園之言語文僻。量是可勉強於期

月之間而得者乎。J の量是可を①では是量可
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としている。或は誤植とも考えられます。

iv 他のものと異なり、これのみ l 枚刷りで、

印刷期日も、制作意図も不明です。原物は

30cm x 55cm と比較的大型の印刷物なので、

単独で、用いたのか、他の印刷物の折り込み用

なのかも不明です。

③ 沿革史

i 冠に創立東亜同文書院要領があります。

ii f要旨j 中に①と同じく最後の段がありま

す。

「本曾興事之要旨。大概如比。而東亜同文書

院之設。賓以矯教育協同之唱矢需。所以捧上

海者。以其地占天下之上瀞。撮中園之咽喉。

筋四達之街。百貨之曾。E日中往来之植直也。J

これは①の南京を上海に変えたものであり、

また上海は日中往来の要所である点を加えて

います。以降のものは全てこの一段を欠いて

おりますが、その理由は不明です。

iii 字句上の特撒

「j青」、「清園」、「情皐生j、「日清J などすべ

て①と同じ。但し ii で紹介した一文中の「日

中」は輿色であり、①～⑫の全てにおいてこ

れ以外に「日中」の使用例はありません。⑤

以降にはじめて「中日」が「日清」の修正と

して出てきます。

iv 訂正箇所
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「封彊→封騒J、「富岡強兵→富岡彊兵」、「i原

委→原委J、「動静→風尚J、「相阻隔也→志不

相通亦J、「危急知彼→危己如彼」、「唇歯輔車

之義→唇歯輔車之誼J、「未賢也→未鷲也J、「姑

息之眠→而尚且姑息」、「東亜之形勢者→通東

亜之形勢者」、「精通於清園→通清園j、「識利

用→知利用」、「倫安之夢→倫安之習」、「未賢

也→未改也」、「嘗世之要務→明書世之要務J

（以上①②→③）など。

これらの中で誤植の訂正は極めて少数、多く

は意図的訂正で、必然的に意味の変更を伴う

訂正となっています。『綱領J 中に多く見ら

れるのも何か理由があるかとも思われます。

V ①～⑫を通して、字句の訂正が多い割に後

への影響が少ない、つまり③のみの訂正に限

られたものが多い（特に『綱領j 中において）

点が注目されます。

④ 一覧

i f要旨J において、「i青」、「清園」を「支那J

に改めたのが 5 例あり、「支那檀文」（①）は

「友邦櫨文」と訂正しました。

ii 文意の変更を意図したと思われる訂正がみ

られます。

「壷宇内之雄圃→謹宇内之雄闘J、「夫千鈎之

→夫平均之」、「首今之時→壷分之時」、「和膳

→服府J、「i青園富強之事功→清園富強之基礎」

（以上①～③→④）など。

iii ③での訂正をほぼ元の①に復しています。

「源委→原委→源委j、「富園強兵→富園彊

兵→富国強兵」、「動静→風尚→動静」、「唇歯

輔車之義→唇歯輔車之誼→唇歯輔車之義」、

「東亜之形勢者→通東亜之形勢者→東E之形

勢者」（以上①②→③→④）など。

⑤紀要

i 「清J、「清園j を廃し、「中」、「中国」へ統

一しました。「清」は 10 倒のうち「中」が 7 倒、

「華」が 3 例。「1青園」はすべて「中園」、「1青

畢生」はすべて「中園皐生」、「日清j はすべ

て「中日 J （「日中」ではない）、「清人J は「華

人」、「満漢」は「中園」と訂正されています。

「支那穂文」は④の「友邦謹文」を踏襲。

ii 文字の訂正において、文意の変更を惹起す

るものがみられます。

「夫千鈎之→夫平均之→蓋平均之」（①→④→

⑤）、「首今之時→畳分之時→ナシ（削除）」、

「隔靴掻捧之想→隔靴掻捧之歎J （以上①～④

→⑤）など。



東亜同支書院『買学要旨J. r立教綱領l を読む

ll1 文意を明らかにするためと認められる訂正 ①～⑤→⑥→⑦）など。

が多くあります。 ii 結果的に後に影響を及ぼした訂正があります。

「其強典大輯協→若夫彊典大相輯協J （①～④ 「而教養→而養J （①～⑥→⑦）、「夫千鈎之→

→⑤）、 f根者哉→根者→根者乎」（①～③→ 夫平均之→蓋平均之→蓋千鈎之」（①～③→

④→⑤）、「市濁皐校者→而撃技者j、「加賞用 ④→⑤～⑥→⑦）など。

百科之上。以此也。→加乎賞用吉科之上者。

以此故也」、「皐日用百科乎→以皐日用百科j ⑧ 40 周年

（以上①～④→⑤）など。 l 訂正により逆に誤りが明らかとなったもの

lV 時代相を反映するもの。 があります。多くは⑥によった結果とみられ

「謹忠報圏→至誠報圏j に変更。 f英俄徳法→ ます。

英美徳法J （①～④→⑤）はロシア「俄J か 「閥市→開市→関市→開市J （①～⑤『⑥→⑦

らアメリカ「美」に変更していますが、何ら →③）、「羨望奔競→羨奔競→羨望奔競J （① 

かの意図をもってのことかとも思われます。 ～⑥→⑦→⑧）、「自彊→自彊→自彊→自彊」

（①～③→④～⑥→⑦→⑧）、「此殆→始→殆

⑥ 30 周年 →始j、「就其長→就至長→就其長→就至長」、

l 誤字・脱字とみられるものが少なくない。 「其精→至精→其精→至精j、「於法於徳於伊

「開市→関市J、「所閥→所開」、「不備→不満j、 f其 →於繕於伊→於法於穣於伊→於徳於伊J （以

於科皐→至於科皐」、「就其長→就至長j、「其 上①～⑤→⑥→⑦→③）、「以此也→以此故也

精→至精J、 f其次→至次j、「列圏之言文→列 →以此故世→以此故也→以此故世」（①～④

園之言J、「其書→至書j、「就其長者→就至長 →⑤→⑤→⑦→③）、「唇歯輔車之義→唇歯輔

者J （以上①～⑤→⑤）、「以此也→以此故也 車之詮→唇歯輔車之義→唇歯輔車之敬→唇歯

→以此故世」、「此殆→殆→始J （以上①～④ 輔車之義→唇歯輔車之敬J （①②→③→④⑤ 

→⑤→⑥）など。 →⑥→⑦→⑧）、 f教化之具司教化之興→教化

11 修正を図ったもの。 之具→教化之興」（①～⑤→⑥→⑦→⑧）など。

「於法於徳於伊→於徳於伊」（①～⑤→⑥）は ii 詩句の訂正。

意図的にフランス「法jを取り去ったのでしょ 「封彊→封彊→彊封」（迂渇→③～⑦→⑧）。

うか。 f唇歯輔車之義→唇歯輔車之誼→唇歯 溢 誤植とも見られるもの。

輔車之義→唇歯輔車之敬J （①、②→③→④、 f語言文字→語育文字」（①～⑦→⑥）、「各国

⑤→⑥）。 i に挙げた例の中にも、こちらに 之言語文辞→各国之言語僻文→各国之言語文

属するものがあるかも分かりません。 辞→各国之兵語辞文→各園之言語齢文→各園

之兵語辞文J （①～③→④→⑤→⑥→⑦→⑥）。

⑦根津先生伝 これは i とも重なります。

目につく誤植を正して、元に復元していま

す。「閥市→関市→関市J （①～⑤→⑤→⑦）、 ③便覧

「自彊→自彊→自彊」（①～③→④～⑥→⑦）、 l ⑬と同じく書き下し文です。

「不備→不満→不備」、「其次→至次→其次j、 ii 大きく変更した訂正。

「於法於徳於伊→於僅於伊→於法於徳於伊」、 「靖之割譲→割譲ノ失」（①～③→⑨）。⑩以

「此殆→始→殆j、「其精→至精→其精J （以上 降はみなこれに依っています。
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⑩大学史（小型）

i 戦後初めて出されたもので、新字体を採用

しています。なお、⑩以下は全て戦後のもの

です。

日 ほぽ「中国」に統一されていますが、ただ

『網領』中に、「夫華之与我」、 f義人之学我言

辞」の 2 か所に「華J が残りました。

⑪大学史

i 戦後のもので、③と⑦に基づく原文の書き

下し文です。字句に若干の改訂が行われてい

るとの指摘が付されています。

ii 「清J、「華」、「支那」は『要旨j、 f綱領j

中のすべてにわたり「中国J に統ーされてお

ります。この点は①～⑫中で唯一のものです。

⑫記念センター

i 本記念センターで作成したもので、最も新

しいものです。⑬を参照しつつ復元を図りま

した。

ii 活字体も当初のものを用いています。

(4) 指摘すべき点

i ①と③（A グループ）及びそれ以外のもの

と画然として差がみられるのは、『要旨j の

末尾に以下の一段があるか無いかという点で

す。もっとも、①と③では内容が異なります。

全文を再度見てみます。

① 「本曾興事之要旨。大概如此。而南京同文書

院之設。特以篇教育協同之鴨矢罵。所以揮南京

者。以其地様中原之植匿。鶏四達之衝舟車之曾

也。J

③ 「本曾興事之要旨。大概如比。而東亜同文書

院之設。賓以矯教育協同之輔矢。所以揮上海者。

以其地占天下之上準。擁中国之咽喉。矯四達之

街。百貨之曾。 E日中往来之植直也。J

見ての通り、①は南京同文書院用のもので、③

はこれを東亜同文書院用に書き改められたもの
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です。

なお、この一段に当るものは f網領j の末尾

にもあり、

「本書院立教之綱領寒如此。切望事者由是而

排壷忠報園之大義。識利用厚生之責務。通四海

高邦之形勢。暁救世情時之術策。以成国家有用

之材。嘗世必需之才。量不龍哉。」

これは①～⑫の全てに所載されています。

なぜ、こちらは残り、『要旨j の方では④以

下で削除されたのか。この理由を明らかにした

記述は無いので、推測するより他ありません。

思うに①と③のどちらを原本とするのか決め雛

く感じたのではないか。①は南京同文書院の為

のものであり、東亜同文書院としてはこれを載

せることはできないが、さりとて原本として③

を確立するのもやや強引な感がするので、いっ

そのこと、削除するにしかずというところです。

ii ①と③は共に原本としての資格を持つとい

うことができます。①は南京同文書院の、③

は東亜同文書院のものの原本という意味にお

いてですが。③は字句の訂正をかなり行なっ

ており、特に『綱領』中ではかなり目立ちます。

「封彊→封題J、「富国強兵→富圏彊兵」、「寒

存乎此実→賞存乎此央」などは単純な訂正と

いえますが、「動静→風尚」、「危急己如彼→

危巴如彼」、「要緊己如彼→要己如彼J、「未

畳也→未驚也J、『唇歯輔車之義→唇歯輔車之

詮j、 f東亜之形勢者→通東亜之形勢者」、「精

通於清題→遇措園J、「識利用→知利用J など

は明らかに文辞を調えることで文章のリズム

を整えたり、文意を明確にしたり、また文意

を変更したりするなどの意図があるとも考え

られます。これらの訂正箇所は④以下で①に

戻すものが数多くあるところから、①が原本

と見られなくもありません。

iii 時代の変化を明らかに物語る語句に訂正さ

れた例は⑤の「清」から「支那」そして「中

園」へ続ーされるものが代表的です。この他、



「謹忠報翻」を「至誠報園」へ訂正した⑤、

「法（フランス）・徳（ドイツ）・伊（イタリア） J

を「徳・伊j だけにした⑥、「英・儀（ロシ

ア）・徳・法J を「英・美（アメリカ）・徳・法J

にした⑤などは、大正の末から昭和の*1Jにか

けての時期のものです。『嘗今之時、清之割

譲」（①～③）は「童分之時、清之都議J (,() 

となり、⑤以降は「嘗今之時」や「壷分之時」

を削除し、単に「清之割譲j とし、更に⑨以

降は「割譲之失J とします。

iv 訂正した結果が、原文の意図から離れたり、

全く別の事柄を意味することになるとしたら

どうでしょうか。例えば

閥市（①～⑤、⑦、⑨～⑪）と開市（⑥、⑥、⑫）

です。 f閥市」には関所と市（いち）の意味

及び市を閉じるの意味があり、「関市」にし

たのは、文脈から見て市を聞くことであるか

ら「閥市j を「開市」と訂正したように思わ

れます。原文は、「1.1.Ji宰之宮、縄市之利J です。

しかし 12 種のうち、 9 対 3 と「閥市j を関

所と市の意に理解して、敢えて訂正しない方

が多数です。 f而教養」（①～⑤）と「養J （⑦ 

東亜同文書院『興学要旨i 『立教綱領』を読む

～⑫）では、「而教養雨園士民之子弟乎j の「教

養」を［養j としています。この直前にある「子

弟之教養耳j では、別に訂正されていないと

ころからみると、名詞として「教聾」を認め、

教え育てる意味の動詞としては認めないよう

であります。「寒存乎此実J （①、②、④）の「寵J

は“まことに・まさしく”の意ですが、③で「賓j

に訂正されると、⑥以降では全て「賓」、「実」

となり 3 対 9 と“じつに”の意にとっていま

す。

f隔靴掻捧之想J （①～④）が⑤以下で「隔靴

掻捧之歎・（嘆）」としたのは、思い入れが一

段と強くなったように感じられます。

これらは訂正されたものが原文の意図から

ずれて根付いたことになったのではないで

しょうか。

執筆者である根津院長は大正 12 年退職さ

れる。①～⑤は在任中に出たものであるから、

根樟自身の手により訂正がなされたと断定し

ていいものか疑問が残ります。いずれにせよ

以上見てきたような原本との差が生じた理由

については詳しく調べる必要があります。
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